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　桂坂学区並びに桂坂学区自治連合会創立30周年にあたりご挨拶

申し上げます。

　桂坂のまちも30年余経過しました。

　1989年（平成元年）は、それぞれの創立記念の年でした。

　私事ですが、1999年（平成11年）10月に、10周年を祝う記念行

事が行われた年の３月にこの桂坂の地に住居を移し、桂坂住民の

仲間入りをしました。正直、当時のことはあまり記憶に残ってい

ません。

　その10年後、2008年（平成20年）11月、20周年記念式典及び祝

賀会のあったその年は、くすのき自治会の会長として、また創立

20周年実行委員として迎えました。まちづくりに参画してこられ

た桂坂住民の皆様方の活気を感じる年でもありました。

　その後、2009年（平成21年）から足掛け10年、自治連合会副会

長４年、また会長６年、桂坂のまちづくりに関わり、2018年（平

成30年）に30周年の節目を迎えました。2018年10月28日の30周年

記念行事“桂坂ふれあいの集い”では、桂坂住民の大勢の方々の

参加で大いに盛り上がった１日となったことはまだ記憶に新しい

ところです。桂坂のまちも約4,000世帯・12,000人ほどの素晴らし

いまちに発展してきました。住民の皆様方のまちづくりに対する

真摯な姿勢に感謝の気持ちでいっぱいです。

　さて、一方新たな課題が生じています。

　それは、少子高齢化に伴う、自治会組織率の低下、地域活動に

参加する住民の減少と固定化、これからのまちづくりを担う若い

世代の担い手不足、そして、地域住民相互のつながりの希薄化

等々、まちづくりにとっての負の状況です。

　30周年のテーマ「世代を超えたふれあいを大切に、住民参加の

安心安全なまちづくり」の具体化を、10年、20年、30年後……を

見据えて、地域住民が支え助け合い、安心して暮らせることので

きる地域コミュニティの構築と活性を目指し、行政と連携して取

り組むことの大切さを強調したいと思います。

　結びに記念誌発行にあたりご寄稿くださいました皆様方に感謝

申し上げます。

創立30周年実行委員会
実行委員長

山﨑　貴治

ご挨拶
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　平成元年に誕生し、平成という時代と共に歩んできた桂坂学区

の歴史は、まさに「発展の歴史」でありました。豊かな自然を象

徴するように、樹木の名が付けられた「かえで」「しらかば」「さ

つき」の３つの自治会。今ではそれが16の自治会で構成される自

治連合会へと大きく発展を遂げられ、それぞれに個性豊かな自治

会がまちを一層魅力的に彩ってくださっています。

　多くの皆様の御尽力により、この度、学区創立30周年の節目を

迎えましたことを心から嬉しく思うとともに、桂坂の発展を支え

てこられた山﨑貴治自治連合会長をはじめ、全ての学区民の皆様

に深く敬意と感謝の意を表します。

　大枝山古墳群や桂坂野鳥遊園などの歴史や自然、国際日本文化

研究センターや京都大学桂キャンパスなどの「知」が集積する恵

まれた環境にあるこの地域では、これまで一貫して住民主体のま

ちづくりが進められてきました。防災訓練や学区民体育祭、桂

坂統一夏祭りや様々な清掃活動、子どもたちやお年寄りの見守

り……。さらに桂坂ならではの美しい景観を守るため、桂坂景観

まちづくり協議会を中心とした地域ぐるみ・住民ぐるみの活動も

活発に行われています。

　こうした御活動は、まさに本市の「地域力」「人間力」を象徴

するものであり、誠に有り難く、心強い限りです。今後もたゆま

ぬお取組により、桂坂のかけがえのない自然、歴史、文化、景観、

そして何より「人の絆」が大切に受け継がれ、未来へと継承され

ますよう願っています。

　本年は、桂坂学区と共に30年続いてきた平成が終わり、新たな

時代が幕を開けます。次の時代も「京都に住んでよかった」、そ

して「西京区に、桂坂に住んで本当によかった」と心から実感い

ただけるまちづくりに全力を尽くしてまいりますので、皆様方の

御理解と御協力をお願い申し上げます。

　結びに、桂坂学区の更なる発展、並びに学区民の皆様のますま

すの御健勝と御多幸を心から祈念いたします。

祝　辞

京都市長
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　桂坂学区創立30周年誠におめでとうございます。
　「世代を超えたふれあいを大切に、住民参加の安心・安全なまちづく
り」をテーマに、数々の記念事業が成功裡に開催されましたことをお慶
び申し上げます。
　桂坂学区は、30年の歩みの中で、自然と調和した美しいまち並みが形
成され、街区ごとの公園には自治会の名称にちなんだ樹木などが立派に
生育しています。桂坂統一夏まつりでは、そのような公園などを舞台に、
創意をこらした催しが繰り広げられ、秋には、ふれあい公園での秋まつ
りや野鳥遊園でのもみじまつりなど、世代を超えたふれあいが大切にさ
れています。
　また、平成28年度には、長年にわたる地域の皆様による安心・安全な
まちづくり活動が高く評価され、防災担当大臣表彰を受賞されましたこ
とは、記憶に新しいところであり、地域の絆やふれあいを大切にするま

ちづくり、安心・安全で暮らしやすいまちづくりなど桂坂学区の皆様のお取組に心から敬意を表します。
　西京区といたしましても、区民の皆様とともに「住んでよかった」、「住み続けたい」と実感できるまち
づくりを進めてまいりますので、より一層のご理解、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。
　結びに、30周年を記念した「桂坂ファンファーレ」が、いつの時にも晴れやかに響き渡る桂坂であるこ
とを願い、そして、地域の皆様のご健勝とご多幸を記念し、お祝いの言葉とさせていただきます。

　桂坂学区の皆様、創立30周年という記念すべき輝かしい節目を迎えら
れましたことを心からお慶び申し上げます。
　「自然と人との共生」を念頭におかれて開発された桂坂学区。自然の
恵みをうまく取り込んだ魅力的な「まち」であり、世代を超えたふれあ
いを大切にする地域の絆が今もしっかりと息づいています。これもひと
えに、山﨑貴治自治連合会長をはじめとする地域の皆様方が、先人の叡
智を礎として、高い志を持って努力を積み重ねてこられた賜であり、心
から敬意を表するものであります。
　「まちづくりは人づくりから」、これは150年前の明治維新で都の地位
を失った京都が、復興を目指した際に生まれた言葉で、市民ぐるみで困
難を乗越え、京都力で未来を切り拓いてきました。貴学区におきまして
も、「安心・安全で住みよいまちづくり」を事業方針に掲げ、防災訓練
や桂坂統一夏祭りなど、学区ぐるみのまちづくりに御尽力されていま

す。まさしく、地域住民のふれあいを通じて住民同士が強い絆で結ばれている表れであり、桂坂の優れた
地域力・人間力を活かした“桂坂力”であると思います。
　洛西支所といたしましては、今後も地域の皆様方と連携・協力し、住み続けられるまち・安心安全なま
ちを目指し、取組を推進して参ります。
　結びに、桂坂学区が創立30周年を契機に今後ますます飛躍されますこと、並びに地域住民の皆様方の御
健勝と御多幸を祈念いたしまして、私のお祝いの言葉とさせていただきます。

西京区長

平井　義也

西京区洛西担当区長

石原　敏彦

祝　辞
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　ここでは桂坂がどのように作られてきたのか、

私が計画に参加し、経験したことを話したいと思

います。桂坂のまちづくりの構想は1982年から始

まり、1985年に『西京「桂坂」自然環境形成基本

計画』としてまとまりました。この報告書をまと

めるにあたり、各分野の多くの先生方が知恵を出

し合い、議論する中で桂坂の骨格が出来上がって

きました。建設当時、『西京「桂坂」自然環境形成

基本計画』をバイブルと呼び、このバイブルに基

づきまちづくりがはじまりました。この計画書は

２つの骨子からなっていて、その１つは失われた

自然の再生であり、もう１つは桂坂の文化をどの

ようにつくり上げていくのかということでした。

　まず自然の再生については、大枝の丘陵地を削

り、谷を埋め立て宅地開発が進められる中、日本

の成長期であり、既に洛西ニュータウンが開発し

終わっていたとは言え、京都西部の丘陵地の自然

を大胆に破壊してもいいのか、計画者の多くはそ

のように感じていたと思います。だからこそ、誰

もがこのプロジェクトを真剣に捉え、素晴らしい

まちにしよう、と意気込みで計画し、実行に移さ

れました。セゾングループの代表であり、文化人

でもあった堤清二氏は特にそのような気持ちが強

かったのでは無いでしょうか。セゾングループの

なみなみならぬ桂坂への力の入れようはそのこと

を物語っています。

　したがって、丸裸になった大地にいかに自然を

取り戻すか、それが最大のテーマでした。自然を

再生するためには、自然を漠然と捉えるのでは

なく、まず自然のヒエラルキーを構想しました。

裏山に広がる野生生物の生息する自然を「大自

然」と位置づけ、まちの中の公園や緑道といった

公共の自然を「中自然」、個人住宅の庭を「小自

然」と称して、さまざまなレベルで自然をまちに

導入することを計画しました。その中心となるの

が「緑の大河」計画です。「緑の大河」は裏山の

大自然からまちに自然が流れ込むように、桂坂の

中央に野鳥公園、古墳公園、桂坂公園といった自

然生態的空間がまちを分断するように配置してい

ます。一般的なまちづくりでは中央ゾーンは利便

性が高く、また地価のことを考えると商業地区に

するのが常套手段です。ところがこの土地利用計

画上、重要な場所を「緑の大河」として、自然空

間に置き換えられているのが桂坂の大きな特徴で

す。

　野鳥公園は、今見るとまったくの自然の池とし

て風景に溶け込んでいますが、この場所に流入す

る水量と蒸散量を計算して作られた人工の池であ

り、野鳥の生息空間としてデザインされたもので

す。そして、この池と新たな森を作ってから３年

間、この場所は封鎖されました。野鳥に安心して

住んでもらうためです。そして現在では100類近

くの野鳥が生息するようになりました。計画当

初、「野鳥の嫌いな人は、このまちに住まないで

ください」というキャッチフレーズを議論したこ

とも懐かしい思い出です。

　緑道は野鳥がまちにやってくるためのルートと

して裏山の大自然から連続していて、ポイントに

は野鳥の目印となるエノキやクスの大木を植栽し

ています。さらに緑道や公園には桜、紅葉、藤、

躑躅といった京都の景観を代表する植物を植栽

し、石や木といった自然素材を使うことで、京都

の自然文化的景観を再現し、住民の方々に四季

折々の風情を楽しみながらまちを巡ってもらえる

特別寄稿

桂坂の計画について
神戸国際大学　経済学部　　
国際文化ビジネス・観光学科

白砂　伸夫
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花回廊として計画しました。公園は花回廊の要所

として桂坂らしい、住民の皆さんに親しんでいた

だける憩いの場として計画しました。その当時の

京都市の指導は、公園には三種の神器とも呼ばれ

ていたブランコ、滑り台、砂場を設置しなければ

なりませんでした。昔の公園を思い出していただ

ければわかると思いますが、ほとんど樹木がな

く、広場にこのブランコと滑り台、砂場があるだ

けでした。桂坂の豊かな自然を享受し、コミュニ

ティの場となり、四季を愛で、老若男女が楽しめ

る公園をデザインするのに、市との協議を含めて

１つの公園をデザインするのに１年以上かかりま

した。また野鳥公園からの緑道など、緑道の中に

水路のある緑道がありますが、当時、水路は維持

管理を考えて、緑道は水路と分離しなければなり

ませんでした。それではせっかくの水辺空間が生

かされないので、水路と緑道が一体となった水辺

の緑道をつくり上げるために、この時の協議は２

年間にも及びました。

　もう１つの桂坂の文化の創造は、京都の西方に

あって、いかに京都の文化を受け継ぎ、さらに桂

坂らしい新しい文化の形成が大きなテーマでし

た。その１つが「道文化」の創造でした。昔から、

葵祭や祇園祭のような京都を代表する祭りは、道

を中心に行われてきました。また庶民の地蔵盆の

ような祭りも道が舞台です。しかし車社会が発達

すると、道は単なる交通路線になってしまい伝統

文化を営む場ではなくなってしまいました。「道

文化」という発想は道を生活の場に、文化の営ま

れる空間として再び復権することでした。けれど

も、いくら「道文化」と叫んだところで、車が傍

若無人に通行したのでは道の復権には繋がりませ

ん。そこで示された考えは、自然にヒエラルキー

を導入してまちづくりに生かしたと同じように、

道路もヒエラルキーにより構成することでした。

車中心の道路を幹線道路、住宅周りの道路を安全

でかつ人々のコミュニティの場となる細街路とし

て計画しました。幹線道路と細街路を結ぶ道をコ

レクター道路という位置付けにしました。車は幹

線道路からコレクター道路を通って人間中心の細

街路に入って行きます。それだけでは道が細くな

る分、危険度も増すので、車のスピードを落とす

仕掛けを考えました。それが道に出っ張りを作る

ハンプとフォルトです。ハンプは道路の一部に

盛り上がり部分をつけて車のスピードを落させ、

フォルトは道路に植栽帯を設け車がまっすぐに進

めないようにする仕掛けです。この考えは既にボ

ンエルフと呼ばれヨーロッパでは盛んに建設され

ていました。その考えをこの桂坂で生かそうと、

許可を得るために、ハンプやフォルトのある細街

路を再現した実験道路を１億円の費用を投資し、

現地に建設しました。この実験道路に車両や消防

車を走らせ、ようやく許認可を得ることができま

した。現在、桂坂が他のまちと違っていると感じ

ていただけるのは、このような様々な試みの上に

成り立っているからです。いつまでも桂坂が、み

なさんに愛される桂坂であって欲しいと思います。

神戸国際大学　経済学部
国際文化ビジネス・観光学科　教授

■主な受賞
　・ベルギー：ゲントフローラリー兵庫県出展庭園：
　　国際庭園コンテスト２位、デザイン特別賞受賞
　・建設省：まちづくり月間賞
　・六甲アイランドCITYローズガーデン：
　　花のまちづくり国土交通大臣賞、兵庫県知事賞
　・日本造園学会：造園学会賞
　・第18回世界バラ会議：Literary Award

■主な著書
　・白砂伸夫集作品集
　・住まいの空間構成図解住居学
　・白砂伸夫作品集Ⅱ『The Rose Garden』
　・まちづくりDIY
　・「現代の結婚と婚礼について考える」　等

白砂　伸夫 氏

PROFILE
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「世代を超えたふれあいを大切に、
住民参加の安心・安全なまちづくり」

　平成30年10月28日（日）、桂坂学区創立30周年記念事業として記念式典、ふれあいまつり、

桂坂音楽祭が桂坂小学校において行われました。どの事業も住民主体の手作り感あふれるも

ので、桂坂住民の多くの方々に参加していただきました。

　創立30周年を記念して作られた「桂
坂ファンファーレ」で開式。山﨑貴治実
行委員長の挨拶のあと、ご来賓を代表し
て石原敏彦洛西担当区長よりお祝いのお
言葉をいただきました。桂坂小学校５年
生の“桂坂のまち”へのおもいを発表し
た『桂坂こども宣言』や大枝中学校吹奏
楽部による記念演奏は式典を大いに盛り
上げてくれました。

桂
坂
学
区
創
立
三
十
周
年

　 

記
念
式
典…

次
第

一
、 

桂
坂
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

二
、 

開
会
の
辞

三
、 

主
催
者
挨
拶

四
、 

来
賓
祝
辞

五
、 

来
賓
紹
介

六
、 

祝
電
披
露

七
、 

桂
坂
こ
ど
も
宣
言

八
、 
感
謝
状
贈
呈

九
、 
記
念
品
目
録
贈
呈

十
、 

記
念
演
奏

十一、 

閉
会
の
辞

「桂坂のためのファンファーレ」
� 作曲者　増田真結 先生

プロフィール
　京都市立芸術大学卒業、同大学院音楽研究科博士課程修了。
博士号（音楽）取得。
　京都教育大学講師、京都市立芸術大学非常勤講師。
　第23回現音作曲新人賞受賞、第15回及び第18回奏楽堂日本
歌曲コンクール作曲部門一般の部第２位入賞 等。平成25年度京
都市芸術文化特別奨励者に認定。
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司会者開会宣言 山﨑実行委員長　挨拶

会場の様子

感謝状贈呈　中学生

感謝状贈呈　小学生 感謝状贈呈　増田先生

記念品目録贈呈

（各自主防災部に「災害用簡易トイレと凝固シート」贈呈　　）

大枝中学校吹奏楽部
ＯＢと合同で記念演奏

お年寄りも
移動しやすい
ような町に

お年寄りも
移動しやすい
ような町に

助け合い
協力をして

信頼されるように

助け合い
協力をして

信頼されるように

こども宣言　パネル展示

こども宣言　発表

石原担当区長　祝辞
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ジャグリング 竹太筒 竹太筒にチャレンジ

バザー かえるキャラバン出動中
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エコ学区サポートセンター

オセロ

将棋

バルーンアート

腹話術

囲碁

麻雀

おにぎり

みたらし団子

フランクフルト

わたがし

ポップコーン

焼きそば

古墳の森保存会

コイン落とし

紙皿UFO的入れゲーム

スマートボール

野鳥遊園工作

ヨーヨー釣り

輪投げ
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音楽祭会場入口

司会者

司会者

音楽祭会場の様子
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シルフィード室内楽団 全体合唱

山下多佳子カルテット（ジャズ） シルフィード合唱団

竹の会（尺八アンサンブル） 桂坂山の手倶楽部軽音楽同好会「クッキーズ」

オカリナ演奏グループ「アプリコット」 パープル（フォークソング）

和太鼓サークル「悠」 ダイキチバンド（沖縄ポップス）
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　桂坂消防分団は西京消防団を代表して、15年ぶりに京都市消防団総

合査閲を受けられ、見事５位入賞されました。

　桂坂少年補導委員会

による「親と子のふれ

あい餅つき大会」が行

われ、紅白の餅で創立

30周年を祝いました。

京都市消防団総合査閲を受閲

桂坂学区創立30周年記念
親と子のふれあい餅つき大会

平成30年６月３日（日）　京都市消防学校
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　桂坂学区創立30周年記念の体育祭が盛大に行われました。いつもの

プログラムの他に特別企画として「リフティング競技」が実施されまし

た。

桂坂学区創立30周年記念
第28回桂坂学区民体育祭 平成30年10月７日（日）　桂坂小学校

平成30年12月16日（日）　桂坂小学校
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桂坂学区自主防災会
防災体験学習・リーダー研修

平成30年９月16日（日）
京都市市民防災センター

　前半は各自主防災部の取り組みとして、初動対応訓練、安否確認

訓練、防災器材取扱訓練等が行われ、後半は桂坂小学校にて自主防

災会の取り組みとして、防災器材を使用した救出訓練、災害用マン

ホールトイレの設置訓練、炊き出し訓練等が行われました。

　発災後の初期対応や

「自助」のための研修

は大切です。

桂坂学区総合防災訓練 平成30年11月11日（日）
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　各地域で親子の参加で美しいまちづくりを進めましょう。

　桂坂全体がお祭り会場

桂坂統一ふれあいクリーンデー

桂坂統一夏祭り

平成30年５月20日（日）
平成30年12月２日（日）

平成30年８月18日（土）
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2009～2019桂坂のあゆみ

2009（平成21）

７/４	 「京都大学桂坂団地（Ｃクラスターエリア・ＲＩ専用施設）の建設工事について」
	 自治連合会定例役員会にて説明

８/　	 桂坂子育て応援サロン開設（自治連合会、社協、民生、女性会）

2011（平成23）

３/25	 桂坂小学校校舎増築竣工式
	 （クローバーホール・カザラッカルームの設置）

６/３	 自治連合会と建築協定協議会が桂坂センターＥ地区新所有者と面談

６/26	 「桂坂古墳の森保存会」設立

９/25	 桂坂古墳の森「駒札」除幕式と出土品展・記念講演会開催

2010（平成22）

２/７	 自主防災会　京都府知事より表彰

２/７	 桂坂夢まちプロジェクト「景観まちづくりフェスティバル」開催

９/	 自治連合会ホームページ開設

桂坂建築協定協議会 平成23年度「住まいのまちなみ賞」受賞
桂坂のまちなみ　全国第３位

２/19	 桂坂センターＥ地区に高齢者福祉施設建設案あり、
	 「桂坂センターＥ地区に関する意見交換会」開催

９/１	 桂坂防犯ステーション発足

2012（平成24）
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	２/ ６	 自治連合会「第12回京都環境賞 エコ学区推進賞」受賞

	７/17	 台風11号により桂坂で初めて避難所を開設

10/10	 第25回記念学区民体育祭前夜祭

10/11	 第25回記念学区民体育祭

11/15	 土砂災害防止法に基づく基礎調査結果の説明会
	 （京都府乙訓土木事務所・西京区役所洛西支所主催）

2015（平成27）

	２/ ６	 「桂坂防犯ステーション」は「桂坂安心安全ネットワーク」へ

	３/	 「地域密着型サービスセンター桂坂」竣工（ふれあい会館跡地駐車場区画）

	９/ ７	 桂坂自主防災会「防災担当大臣表彰」受賞
	 財政問題検討委員会設置・役員人事検討委員会設置

10/ ３	 桂坂自主防災会　ファミリーマート桂坂店にAED機器を設置

12/	 「七彩すまいる館」竣工（ふれあい会館跡地本体建物区画）

2016（平成28）

2013（平成25）
４/21	 自治連合会長交代　菊池潤治氏から山﨑貴治氏へバトンタッチ

５/28	 京都市議会で、京都市洛西ふれあいの里保養研修センター
	 （ふれあい会館）が平成26年３月31日をもって廃止される議案が可決

６/１	 ふれあい会館廃止問題についての対応のため、特別委員会を設置

８/17	 桂坂体育振興会
	 創立25周年「真夏の夕べ」開催

2014（平成26）
	３/	 桂坂センターＥ地区　ドラッグストアとコンビニが出店を表明

	９/21	 桂坂16番目（最後）の自治会誕生－くるみ自治会設立

10/25	「豊田まちと交通研究会」が桂坂の視察
	 　理由：桂坂は住民が主体にまちづくりに参画し、
	 　　　　美しく安全で安心できる空間整備が施された街並み

11/	 災害用マンホールトイレ　大枝中学校プール横に設置

12/ ７	 桂坂ファルコンズ（少年野球チーム）　全国３位
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2017（平成29）

	５～７	 桂坂学区創立30周年を迎えるにあたり、全世帯にアンケート調査実施

	７/30	 桂坂学区創立30周年記念事業準備委員会発足

	９/17	 大雨警報発表、避難所開設

10/22	 台風21号により大雨警報発表、桂坂学区の土砂災害警戒区域に
	 高齢者等避難開始の発令、避難所開設

１/12	 桂坂学区自治連合会臨時総会開催
	 「桂坂学区自治連合会　会則」一部改正

２/10	 消防出張所予定地売却問題対策委員会
	 活動報告会を開催

３/４	 消防出張所予定地売却問題について
	 西京区選出全京都市議会議員懇談会を開催

2019（平成31）

	１/ ６	 桂坂学区創立30周年記念事業実行委員会発足

	５/27	 京都市消防団総合査閲への激励会

	６/ ３	 京都市消防団総合査閲

	６/18	 大阪北部地震発生　京都市震度５弱

	７/6-8	 記録的大雨により、桂坂学区の土砂災害警戒区域に
	 高齢者等避難開始の発令、避難所開設

	７/14	 西京消防署より「消防出張所予定地の売却」の説明

	８/ ４	 消防出張所予定地売却問題対策委員会を設置

	９/ ４	 台風21号により、街路樹や住宅に被害発生

10/28	 桂坂学区創立30周年記念事業実施
	 （記念式典・ふれあいまつり・桂坂音楽祭）

12/18	 消防出張所予定地売却問題について京都市長に申入書を提出

2018（平成30）



各自治会・各種団体　活動紹介

Yutaka Nakagawa「如月の公園」

Yoshihiko Fukui「桂坂公園」

Miwako Yoshida「かりん公園」

Hiroshi Imai「せせらぎの緑道」

Zuizou Morita「桂坂中央通り」

Yasuko Asada「おしゃれなロータリー」
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撮影：国際総合企画株式会社
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　かえで地区は最初に開発業者が力を入れて「まちづく

り」を行った地域だけに、美しい遊歩道に川が流れ、「春

のプラザ」「秋のプラザ」と桜やもみじの木々が年数を重

ね、紅葉の頃には特に趣があります。30年を経て、新しく

公園や歩道に手すりが設置され、電燈もLEDに付け替え

られ、照らし出された夜の紅葉も素晴らしい景観です。

　このような美しい自然や街並みを後世に残していくため

にも、クリーンデーの定着と多くの参加者の協力が不可欠

です。美化意識の向上は勿論のこと、知り合いが増えたな

ど住民間の親睦や連帯感を生む貴重な機会ともいえます。

問題は参加者が特定の人に限っている事です。

　これからは今にも増して高齢化社会になっていきます。

自治会活動のあり方について考え具体化していくことが急

がれます。

　この10年の間にかえで自治会では、長年の住民の願いで

あった「６丁目にバス停を新設」する事ができました。

　また、かえでのサポーター達により、西京区地域力サポー

ト事業の補助金を受け、介護予防推進センターより派遣さ

れた指導員をもとに「のんびり運動教室」、また地域の子

ども達が本を通して健やかに豊かに育つことを願って「か

えで子ども文庫」をかえで会館で月２回開催しています。

　一大イベントの夏祭りや運動会は、大人から子どもまで

楽しめる行事として定着しています。子ども達の思い出に

なればと思います。

　これらは、地域のつながりの希薄化の中で、コミュニ

ティーの活性化、共

に支え合う福祉と健

康のまちづくりにつ

ながる大きな取り組

みです。

かえで自治会
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　さつき自治会は2018年度統一夏祭りを新たな試みとして ｢コンパクト｣ な物にしようと取り

組みました。役員や班長の中には幼児、児童のいる家庭や有職の主婦も多く、準備・本番・後

片付けに連日時間を取ることが難しい現状がありました。そこで、準備も後片付けも祭り当日

に設定しました。そのため、祭り自体は夕方には終了としました。外部からのゲストもありま

せんでしたが、子ども達対象のゲームを天蓋公園と自治

会館の２箇所で催して充実させ、｢野菜の詰め放題｣ な

ど大人対象のプログラムも新しく入れました。

　気に入ったゲームに何回もチャレンジする子ども達も

いて、働き手のこちらも楽しませてもらいました。

　忙しくも中身の濃い充実した１日になりました。

　防災訓練についても、訓練前の班長会では様々な意見

が出ましたが、参加してみて、新しい知識を得ることが

出来、数年に一度廻ってくる班長の任期の時だけでも参

加して、経験を積み、非常時に備えようと意見がまとま

りました。

さつき自治会
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しらかば自治会
　私たちが住む桂坂は、鳥の姿やさえずり、たくさんのみどりや澄んだ空気、人と人とのふれ

あいを感じられるのも「人と自然との共生」を基本テーマにした“まちづくり”を私たちみん

なが創り出してきた成果と言えます。

　しらかば自治会は1998年（昭和63年）５月に桂坂学区２番目の自治会として誕生し30周年と

なります。これからの“まちづくり”のためにはそこに住むすべての「人」が健康で、美しく、

元気でなければならないと思います。

　第一部では、アクティブシニアを対象

に「昭和を語ろう！」と題して、昭和を

映像とパネルを使ってあの頃を皆さんと

語り盛り上がりました。

　第二部では、「人の健康と美のため

に！」人の健康と美に効果のあるスー

パーフードで軽いランチを楽しみなが

ら、そのレシピや効果のワークショップ

を行いました。

　第三部では、まちをより美しく元気に

して行くために環境にやさしい緑の育て

方などのワークショップと30周年のシン

ボルとして「しらかばの木」の植樹を行

いました。
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　この１年のはなみずき自治会の活動を桂坂の皆様に紹介し

たいと思います。

　夏祭りでは、住民の方手造りの立派なお神輿を担ぎ、子ど

もたちの元気な掛け声とともにマンション周辺を練り歩き、

マンション前の沓掛寮へ訪問します。その際、入居者の方に

お手紙のプレゼントなどをお渡しすることが毎年の恒例と

なっています。沓掛寮の方々にもご好評をいただき、小さい

子どもからお年寄りまで笑顔があふれる素敵な時間となって

います。また、模擬店では「歴代会長が作る焼きそば」も大

好評。前売りのみの販売ですが、当日は美味しい匂いに購入

希望者が後を絶たず、毎年、即完売となっています。

　敬老の日には、70歳以上の方を対象にした敬老会でイベン

ト・ゲームなどを企画し開催。今年度のじゃんけんゲームで

は最高齢の参加者が見事優勝！とても盛り上がりました。

　体育祭では、桂坂創立30周年の記念すべき年に光栄にも、

はなみずき自治会の小学生２名が選手宣誓をさせていただ

き、自治会員全員一致団結して取り組むことができました。

順位も昨年よりぐんとアップしました！

　また昨年はとても災害の多い１年でしたのでぜひ多くの住

民の方にご参加いただけるよう「はなみずき防災訓練」と併

せて訓練参加者対象の抽選会も行いました。70名を超えるた

くさんの参加があり、為になるだけでなく、とても楽しいイ

ベントとなりました。

　これからも住民同士

の「思いやり」を大切

にし、様々な地域活動

を通して親睦を深め、

はなみずき自治会員の

連携を深めていきたい

と思います。

はなみずき自治会

夏祭り全景
マンション中央にあるプレイロットに

たくさんの人が集まります。

夏祭りお神輿
マンション周辺を子どもたちがワッショイ
の掛け声とともに一生懸命運びます。

敬老会
おいしいお食事とお酒、ギター、
ピアノ演奏による歌唱もあり
みなさんの笑顔が素敵です。

運動会
練習も一生懸命しました。
一番上手に本番をやって
くれた２人に感動しました。

防災訓練
とにかくたくさんの人が集まってくれました。

大人は講義と段ボールトイレの作成、
子どもは新聞紙スリッパの作成を行いました。
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　桂坂の創立30周年と同じく、あかしあ自治会も誕生か

ら丸30年の節目を迎えました。当自治会では、毎年恒例

となっている夏祭りの開催と桂坂学区民体育祭への参加

を活動の軸に、70歳以上の会員を対象とした「敬老の集

い」の開催、会報『やまびこ』の発行、ふれあいクリー

ンデー（北沓掛第四児童公園とその周辺の清掃活動）の

実施、各種体育行事への参加、使用済みてんぷら油の

回収、夏休みのラジオ体操、自治連合会はじめ各種団体

との連携など、会員相互の親睦を図る行事を中心に様々

な活動を行っています。

　夏祭りは、恒例の子どもみこし、名物の焼きそばの模

擬店、立派な櫓を囲んでの盆踊りなど、単なる会員相互

の親睦を目的とするだけでなく、近隣の施設や住民の皆

様にも喜んでいただける行事として、毎年盛大に行って

います。

　桂坂学区民体育祭では、桂坂の他の自治会と比較して

少ない世帯数であるにもかかわらず、強固なチームワー

クを武器に毎年好成績を残しています。

　あかしあ自治会はこの30年、会員の努力によりゼロか

らの発展を遂げてまいりました。現在の自治会は、自治

会を創生期から育ててこられた方から最近引っ越してこ

られた方まで、多様な世代により構成されていますが、

その持ち味である心温まる会員同士のつながりは誕生か

ら30年経った今も変

わりません。この良

き伝統を今後も大切

に、40年、50年経っ

ても変わらない、そ

んな自治会活動を今

後も進めてまいり

ます。

あかしあ自治会

自治会館外観
各種活動の拠点です。

自治会館内
多くの賞状が所狭しと飾られています。

歴史を物語る賞状の数々
自治会30年の歩みと歴史が、見る人を圧倒します。

夏祭り会場の公園グランド
桂坂一の広さを誇るグランドです。
盛大な夏祭りの舞台となっています。

北沓掛第四児童公園
住民憩いの公園です。

平日早朝にはラジオ体操が行われています。
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　ぽぷら自治会は、サンシティ桂坂の３つ

のマンションで構成された自治会です。

　子どもたちから年配の方に至るまで、幅

広い世代で構成された自治会です。

　毎年の夏祭りや年２回のクリーンデー

が、皆の交流の場となっています。

　自治会とマンション管理組合の理事会

で、人々のつながりと建物の管理の両面が

支えられています。

　マンションの各棟には、ＡＥＤが設置さ

れています。

　夏祭りで子どもたちを含めた住民の皆さ

んに新たな経験をと、これまでにバンドを

呼んだり、今年は飛び入り余興としてヴァ

イオリン演奏を楽しむこともできました。

　皆が助け合い、温かい気持ちで暮らして

いける場所を目指していければと願ってい

ます。

ぽぷら自治会
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　「けやき自治会」は、明智光秀が進軍したともいわれ

る唐櫃越の古道が走る西山丘陵地の麓に抱かれた桂坂地

域の中でも歴史ある自治会です。

　山際の立地は、四季折々の空気をダイナミックに感じ

られる彩り豊かな地域として、近年は紅葉の名所として

人気スポットになっています。

　特に、自治会館に隣接する「大枝山第二児童公園（山

の辺公園）」では、紅葉の時期を迎えると赤や黄色に姿

を変えた葉が公園全体を包み込み、桂坂30周年を迎えた

今年は、80名近くの方々が紅葉を愛でる野点の席を存分

に愉しんでくださいました。

　けやき自治会では、そんな情緒あふれる景観をできる

だけ住民自らの手で整備したいとの思いで、役員が中心

となり、毎月一度の地域清掃を進めてきました。有難い

ことに、役員以外の方々の参加も多く、長年の住民自身

の主体的な参加があって今の美しいけやき地域があるこ

とを嬉しく思います。

　一方、どの自治会も抱えている住民の高齢化は、喫緊

の課題として度々取り上げられています。世代継承が可

能な世帯では、地域活動においてもバトンを繋ぐことが

できますが、高齢や単身などで地域活動に参加しづらい

方も多く、自治会の在り方

が問われる時期にさしか

かっているといえます。

　美しい桂坂、そして美し

いけやき地域をこの先10

年、20年と引き継ぐ為に出

来ることを地域全体で横断

的かつ建設的に議論し、次

の40周年に繋ぐことが出来

ればと切に願っています。

けやき自治会

けやき自治会館

インスタ映え山の辺の公園

紅葉の街路樹

紅葉の名所山の辺の公園

夏まつり
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　ひいらぎ自治会は御陵大枝山町六丁目を区域

としています。自治会員数は現状220世帯です。

　南西北をバス通りに面し東はつばき自治会に

接しています。中央を石畳通りが東西に通り、

山の辺の公園から天蓋の花公園まで続く緑道が

南北に走っています。石畳通りに面して香りの

花公園があります。

　古代の劇場を彷彿させるような階段状の円形

観覧席があり、夏祭り等の催しを行っています。

　また公園に隣接して自治会館があります。29

年度に屋根の大改装を行いました。自治会の会

議、講演会、子ども会に利用されるとともに、

山の手クラブの囲碁クラブ、麻雀クラブにも会

場として使われています。また桂坂の唯一の寺

院である西念寺さんも会員です。ひいらぎ自治

会は毎年盆踊りも含めた子ども中心の夏祭り

を開催しています。また桂坂学区民体育祭にも

積極的に参加し、常に優秀な成績を残していま

す。特に綱引きでは７連覇中です。ひいらぎ自

治会地区は昭和の最終年に入居が始まった桂坂

でも比較的早い段階に開発された地域です。自

治会は今年で30回目の総会を開きました。新し

い住民の方も徐々に増えていますが、やはり高

齢化は進行しています。自治会では運営の仕組

みや役員選出地区の編成見直し等対応に動いて

はいますが、なかなか対処しきれていないのが

現状です。今後は自治会をより効率的に運営し

かつ自治会の魅力をいかに発信していくかが課

題になります。

ひいらぎ自治会



30

　つばき自治会では、役員班長職の負担軽減のため、仕事

の分担、活動内容の軽減に取り組み、皆が負担なく楽しく

参加できる自治会を目指しています。

　2018年度夏祭りでは、輪投げやビンゴ大会など、子ども

たちの楽しめるゲームから始まり、食べ物飲み物の模擬店

に加え、毎年好評のボディペイントも行いました。また大

人も子どもも楽しめるイベント企画として、今年は京都大

学ロープスキッピングサークルMTTRの学生さんにダブ

ルダッチや縄跳びのパフォーマンス、京都明徳高等学校吹

奏楽部にマーチングバンド演奏を披露して頂きました。猛

暑の中でしたが大勢の参加者で盛り上がりました。

　2018年度体育委員活動では、６月のグラウンドゴルフで

準優勝、体育祭では玉入れで２位、リレーでは小学生、大

人の部ともに決勝進出という結果を残すことができまし

た。参加された方々だけでなく、見ている方々も熱のこ

もった声援を送り、つばきの一体感を随所に感じることが

できました。大きな怪我もなく無事に終わることができ、

ほっとしています。

　防災委員会では、消防署の方に来て頂いてＡＥＤ講習を

行いました。各々が人工呼吸やＡＥＤの使用法を白熱した

様子で実演されていました。皆さん和気あいあいと楽しく

勉強する事が出来て良かったです。また、消防署に確認、

アドバイスを頂いて、つばき防災行動マニュアルを作成し

ました。これを基に災害時に行動して頂きたいと思います。

　桂坂つばき地区建築協定委員会では、桂坂つばき東第２

地区の表示看板が長年の風雨により看板が剥がれ、錆びつ

いていた為、この度リニューアル工事を行いました。これ

により景観の保全、向上に繋がることを期待します。看板

の設置場所は、バス停「桂坂センター前」の近くです。

　今後、楽しい企画で住民の交流を図り、仲良く助け合え

るつばき自治会になることを期待します。

つばき自治会

子どもたちのゲームを見ながら
楽しい食事

体育委員のメンバー

真剣なまなざしで人工呼吸

新設された看板

京都明徳高等学校吹奏楽部
マーチングバンド演奏
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【自治会活動運営】　毎月１回の区班長会議を実施、話し合い
をして日々活動をしています。

　活動自体は意義があるものとの認識は多くの方が持っており

ますが、少子高齢化や核家族化の波は桂坂も例に漏れず、それ

らの背景もあり会員数の減少が大きな課題となっています。そ

のため役員では出来るところから、業務の簡素化、削減などを

行っており、無理なく運営していけるように様々な見直しをおこなってきました。会員数の減

少に伴い運営費としての予算も縮小見直し、経費削減もしています。また、桂坂小学校に通う

児童の数も減少し現在では16名となっており、夏祭りも自治会館を利

用したやり方などに変えています。自治会は必要なものではあります

が、桂坂も30周年を迎え、時代に合わせた自治会活動に変えるべき時

だと感じています。

【くすのき自治活動を考える会】　くすのき自治会は平成11年に発足
され、はや20年が経過しています。平成15年度では、全世帯数218世

帯に対し、自治会員の加入率が99.5%であったところが、平成30年度

では会員世帯数140世帯、加入率約60%と著しく減少しており、この

ままであるとくすのき自治会の存続そのものが危ぶまれています。こ

の状況を危惧して、くすのき自治会の了承の下、有志を募り「くすの

き自治活動を考える会」が平成28年４月に結成されました。その後活

動を続け、改めて自治会の重要性の再認識、会員数減少の原因、問題

点の追及、住民へのアンケートの実施、打開策の検討を熱心にされて

きました。平成31年度では考える会の有志自身が自治会役員にも立候

補、今後推進し、何とかしたいとの想いで取り組んでいく予定です。

【夏祭り】　自治会館を利用した夏祭りを実施。初めての試みとして
巷でも話題が多い、将棋教室の開催し大変好評でありました。

【健康増進活動】　健康体操inくすのき自治会を開催、年齢を問わず
広く呼びかけ気軽に体操できる機会を設けました。

【くすのき地区建築協定運営】　役員が運営委員会を担当、建築協定
の更新を実施。京都市自治120周年記念

式典に於いては、くすのき地区建築協定

運営委員会が表彰されることになり、長

年に亘り、建築協定改正などに尽力いた

だいた河合氏が代表で出席、表彰を受け

ました。

くすのき自治会

健康体操

くすのき自治活動を
考える会

会議風景

夏祭り
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　桂坂30周年を迎えた、もくれん自治会の１年間の

活動を振り返ってみました。

　今年11周年の若い自治会は、広々とした花の舞公

園を中心に東西に約200世帯が暮らしています。沓

掛山や野鳥遊園に近く、家の周りではきれいな鳥の

さえずり声を耳にします。

　小学生の人数は学区内でも有数で、公園では多く

の子ども達の姿を目にします。

　自治会活動で最初の大きな行事は夏祭りで、今年

は初めて盆踊りを行いました。最初は戸惑いながら

見ていた自治会員の方々も、徐々に参加し、人の輪

となり一緒に踊れたことは貴重な体験でした。天候

にも恵まれ、もくれん10周年記念の時計台に見守ら

れながら無事に開催出来ました。

　区民体育祭では子ども達を中心にパワー全開でリ

レーや玉入れで奮闘、他の種目でも地道に点数を重

ね、見事に総合優勝の栄冠を勝ち取ることが出来ま

した。

　一方、近年大きな被害を各地にもたらしている自

然災害とも無縁ではなく、９月には西京区のご協力

で地域防災に関する貴重なお話を伺い、土砂災害ハ

ザードマップや避難ルートの確認も行いました。

　これら１年間の活動が無事進められたのは、自治

会員や役員ＯＢ、また自治連合会等多くの皆様のご

協力によるものと感謝の念に堪えません。

もくれん自治会

もくれん自治会の中心に位置する花の舞公園

花の舞公園の藤棚

夏祭り、人気の抽選会

夏祭り、初めての盆踊り

区民体育祭の優勝トロフィーと賞状地域防災講習会（もくれん自治会館）
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　春・秋のクリーンデーには、150名を超えるたくさんの方々

に参加頂き、好天のもと公園や緑道、側溝など掃除できました。

　皆さん、桂坂の良好な環境を守るという高い意識をお持ちで

熱心に掃除して頂き、300枚用意したゴミ袋全部使い切るほど

熱心に清掃して頂きました。次年度にはもう少し多めに準備す

る必要があるかなと思います。

　またお子さんにもたくさん参加頂き、ご家族で環境意識を共

有できるいい機会になったなあと感じます。

　夏祭りでは、例年のように、ゲームやイベント、飲食物の販

売、福引など行い、心配していました、ゲリラ豪雨などに見舞

われることなく大変盛況でした。

　特に以下のイベントは、皆さんにご好評でした。

　・ダブルダッチの立命館大学生の方々によるデモとお子さん

へのイントラクション

　・マジックバーのパフォーマーをお招きしてのマジックショー

　今年度は、地震や台風、夏場の災害級の猛暑などいろんな災

害が発生したのは記憶に新しいところですが、区役所や消防の

方々から役に立つ情報や、ご指導を頂き、「防災時の避難行動

勉強会」や「総合防災訓練」を実施しました。避難行動勉強会では自

治会館に入り切れないのではないかと思うくらいたくさんの方々にご

参加頂きました。

　今後益々、荒っぽい自然災害が発生する可能性が高まるなか、自身

の身を守るヒントがいろいろ紹介されました。昨夏にはあすなろ自治

会地区に、なんと熊が出没しました。桂坂に暮らしていると鹿や猿は

よく見かけますが、熊対策も必要か。。。（閑話休題 m（__）m）

【その他】

　・20年毎の建築協定の見直しも皆さまの同

意が得られ、無事に更新できました。

　・毎月の天ぷら油回収リサイクル

　・70歳以上の方には敬老の日に掛けて、細

やかな記念品を贈呈しました。

あすなろ自治会

夏祭り、スパーボールすくい

夏祭り、ダブルダッチ体験

災害時、避難行動勉強会

天ぷら油回収リサイクル桂坂学区総合防災訓練

熊出没注意
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　「にれのき」の北地区と南地区を分けるバス通りは、美しい

並木が連なり桂坂を代表する撮影スポットとなっています。ま

た南北に通る桜緑道は桜をはじめとした木々で彩られ、季節の

移ろいを身近で感じられる環境にあります。このような環境を

何よりも大切に、自治会活動を行っています。

【夏祭り】

　班長さん、ボランティアの皆さん、一致協力して取り組みま

した。準備から当日の運営まで、皆さんのすぐれたアイデアと

マネジメントは目を見張るものがありました。普段のお付

き合いではわからない思いがけない能力が発揮されるのも

このような機会です。

【公園清掃活動】

　「にれのき」には峰ケ堂第一公園（きさらぎ公園）があ

ります。毎月各班の輪番制で公園の清掃活動を行っていま

す。統一クリーンデーのほかボランティアのグリーン・ク

ラブの方々の活動も含めて、平成30年４月から12月までの

９か月で延べ500人近くが参加しており、おかげで公園は

いつもクリーンな状態に保たれています。

【防災・防犯活動】

　平成30年も自然災害の多い年でした。特に９月には警報

や避難勧告などが相次いだことから、京都市の「防災の出

前」の講義を受けました。注意報・警報、避難勧告などの

アナウンスの内容やハザードマップの見方など、ボンヤリ

としか把握していない事項について再確認できました。

　また、空き巣被害発生の

ニュースを受けて、地域の

防犯体制強化の一環とし

て、防犯ポスターを各戸に

配布し、門扉など通りから

見えるところに掲示してい

ただいています。

にれのき自治会

夏祭りの準備作業

きさらぎ公園�クリーンデー

防災会の防災訓練 空き巣対策の防犯ポスター

バス通りの並木
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　もみのき自治会は、330世帯余りの会員が所属しています。

自治会発足から約20年が経過し、世代の入れ替わりが見られ

るようにもなってきました。忙しい日常の中、現役世代を含

む役員・委員はボランティア精神を発揮して自治会活動に時

間を取り分けています。

　自治会館の手入れが必要な時期になり、2018年から2019年

にかけて改装工事を行いました。自治会員がより使いやすい規約にも改

定されました。会員等の親睦などに自治会館がますます活用されること

でしょう。

　これからの10年、20年。高齢化、少子化、情報化などの社会の変化に

対応した自治会のあり方が問われることでしょう。社会の動きに合わせ

て、自治会でも共生や助け合いが大切になってくるのは間違いありませ

ん。また、災害に対してこれまで以上に備える必要があります。まず、

身近な人に関心をもち、助けるボランティアのこころが大切

になることでしょう。

　少しの危機感と大きな希望をもちながら、もみのき自治会

の平安と発展を願っています。

【中学生の声】

　桂坂で生まれて13歳になりました。桂坂の保育園、小学

校、中学校で成長し、公園や緑がたくさんある桂坂で楽しく

過ごしてきました。まだまだ知らない桂坂があるのではない

かもっともっと桂坂を探訪できればと思っています。私の一

押しは、雪景色の桂坂公園です。　　宅間 野々花

【高校生の声】

　僕はこの桂坂で生まれ育ちました。小さい頃は近所に子ど

もが多く、年齢、男女問わずみんなで仲良く公園や家の周り

でよく遊びました。この桂坂は名の通り坂がとても多いです

が、その坂が野球をしていた自分を鍛えてくれました。今年、

大学進学を機に桂坂を離れますが、桂坂で初のプロ野球選手

になれるよう頑張ってきます。

　小寺 智也（龍谷大学付属平安高等学校 第100回全国高校野球選手権大会出場 投手）

もみのき自治会

改装された自治会館

防草ネット

夏祭り

災害に備えて

防災体験学習
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　さくら自治会は桂坂西山丘陵の南東向き斜面に面

し、東は京大桂キャンパスに隣接した京都市内を一望

できる素晴らしいロケーションにあります。平成７年

頃より御陵峰ヶ堂地区の分譲が始まり、平成８年にさ

くら自治会が設立されて今年で23年目を迎えました。

現在では１区、２区合わせて141所帯が加入する自治

会です。

　私達は春と秋の細谷公園や地域周辺の清掃活動、夏

のさくら夏祭りの開催、秋の区民体育祭や防災訓練へ

の参加を通して会員同士の絆を強めています。例年さ

くら夏祭りは、京大生協のテラスを借りて実施してい

ますが昔のような手作り感のある夏祭りを求めて、さ

くら会員によるミニ・コンサートを開催しました。バ

イオリン、フルート、ピアノによる手作りコンサート

は大人も子ども達も大いに盛り上がった夏祭りとなり

ました。秋は日頃の運動不足解消に区民体育祭に参加

しました。その夜は子どもも大人も参加して大反省会

です。大人はお酒も入りまた来年のリベンジを誓い合

いました。

　今年は自然災害の多い年でした。台風により家屋に

被害を遭った会員さんも多くあります。

　「私達の街は私達で守りたい」の思いを抱いて桂坂

防災訓練にも参加しました。そして災害時には隣近

所の声掛けと素早い連携が最も重要であることを学

びました。自治会は、「地域の要」だと考えます。住

民の方々が気兼

ねなく助け合え

る、そんな「さ

くら自治会」に

なりたいと思い

ます。

さくら自治会

さくら自治会館全景

細谷公園から２区を望む

夏祭り : ミニコンサート

夏祭り : こども工作

桂坂防災訓練区民体育祭
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　くるみ自治会は、2014年に発足した桂坂学区内で最

も新しい自治会で、桂坂口からロータリーにかけて南

北に細長く位置しています。自治会館と隣接するうら

らの丘公園は非常に見晴らしがよく、ここからの美し

い眺めに大変癒されます。会員数は自治会内の宅地開

発とともに増えたものの自治連合会内最小の約100世

帯の構成で、小さいながらもアットホームで明るい雰

囲気が特徴です。

　くるみ自治会では、年中開催されるイベントを通し

て住民間コミュニケーションの構築を図っています。

昨年の区民体育祭の綱引きでは３年連続準優勝で悔し

涙をのんだものの、ソフトボール大会では念願の初優

勝を飾り大いに盛り上がりました。また、自治会オリ

ジナルＴシャツ・ポロシャツも完成し、より一層自治

会内の一体感が増しました。統一夏祭りでは毎年たく

さんの住民が参加し、趣向を凝らした模擬店やビンゴ

大会を満喫しています。その中でも「世界のビール」

は他の自治体からも注目される名物店となりました。

ドイツやタイなど世界のビールを片手に、住民同士大

いに語らいながら親交を深め合っています。

　発足後、まだまだ歴史が浅いくるみ自治会ですが、

安心して暮らしていけるより良い自治会作りに向け

て、これからも住民同士一致団結して「楽しく」活

動して参りま

す。引き続き

ご支援の程、

よろしくお願

いします。

くるみ自治会

うららの丘公園からの眺め

街並み

区民体育祭綱引き

オリジナル Tシャツ完成夏祭りの風景
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　活動方針として『地域の防災力・減災力の向上を目指

し、災害に対応し得る自主防災部（自治会の防災組織）

の確立を図る』を掲げています。

　近年あらゆる自然災害が頻繁に発生しています。地

震・豪雨・土砂災害・台風そして災害級の酷暑等々から

の被害を最小限に食い止めるには、どのような備えがい

るのかを一人ひとりがしっかり考え判断し、その対策を

とることです。つまり、発災後、一番大切なことは自分

や家族の命や身の安全を確保する（自助）ことです。

　次にすることは、地域に被害が発生した際には隣近所

の助け合い活動（共助）です。この活動の決め手は、日

頃の地域住民のつながり、つまり地域コミュニティの

確立の有無に係ってきます。大きな災害になればなるほ

ど行政からの救済支援（公助）は遅れるものです。従っ

て自助・共助の活動が自らの命や地域を守る重要な活動

となるのです。その点を考えた活動方針や事業計画を立

て、実践することなくして自分たちの生活・地域は守れ

ないのです。

　自助の備え…防災センターでの研修、“防災出前講座”

の活用、各家庭に住警器の設置等々

　共助の備え…総合防災訓練・避難所開設運営訓練の実

施、自治会館防災設備の点検と防災機器

の充実等々

が挙げられる。

桂坂学区自主防災会

地図を広げて安否確認中

防災器材使用中

防災訓練全体会の様子

避難所開設受付

避難所運営訓練炊き出し訓練災害用マンホールトイレの設置
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　社会福祉協議会は、高齢になっても、障害があっても、子育てをしていても、社会の中で一
人一人が大切にされ、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを進める民間の団体です。
　西京区社会福祉協議会の下にある桂坂学区社会福祉協議会は1991（平成３）年に発足以来、
29年目を迎えようとしていますが、人と人とのふれあいを通じ、みんなで支えあい、協力しな
がらやさしさを感じるまちづくりを目指しています。
　「学区社協」として、ボランティア活動を積極的に行い、住民
主体の地域福祉活動を進め、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福
祉を行っておりますが、急速にすすむ少子高齢化の状況の中でま
すます高齢者福祉事業の充実が求められています。
　高齢者福祉事業としては、介護予防事業の一環として、また
健康づくりとして、「すこやかサロン」、「いきいき筋トレ教室」、
「スカイクロス教室」を毎月開催しています。また、70歳以上の
どなたでも参加が出来る「桂坂茶話会」を毎年１回、11月に開催
し多くの方に参加いただいています。高齢者世帯の方や地域の行
事に身体的理由で参加困難な方を対象にして開催の「すこやかサ
ロン」は、いつまでも元気にいきいきとした生活が営めるように
と願ってのふれあい事業であり、「頭を使う」「手を使う」「体を使
う」そして何よりも「楽しんでもらう」をテーマに楽しいひと
時を過ごしてもらえるように工夫をしています。また、「いきい
き筋トレ教室」では、健康寿命延伸に向けた、日ごろの運動不足
を解消し、転倒予防、生活習慣病予防、ボケ防止のための体操な
ど親しみやすい音楽に合わせて楽しく行っています。スカイクロ
スは京都で生まれたニュースポーツで年齢に関係なく、高齢者も
児童も一緒になってプレーできる安全性とゲーム感覚での面白さ
が特徴です。毎年９月には、寝たきりの方や、高齢者で一人暮ら
し、高齢者世帯の方々の毎日使っているふとん類を丸洗いして乾
燥し、その日のうちにお届けする「ふとんクリーニングサービス」
を費用は無料で行っています。
　「地域の絆づくり事業」としては、社会的孤立を防ぐ「居場所
づくり」を進めており、地域での楽しい交流と世代を超えたふれあいの
輪を広げる喫茶型サロン、いこいの広場「ひだまり」を毎月１回開催し
ており、気軽に会話を楽しめ、おしゃべりしたい人、通りすがりの人ど
なたでも参加できます。
　いろいろと社協の事業を進めていくうえで、ボランティアの高齢化、
担い手の減少と課題もありますが、今後とも自治連合会と連携を密に
し、民生児童委員協議会、老人福祉員、各種団体と協力し、住みよいま
ちづくりを進めてまいります。

桂坂社会福祉協議会

すこやかサロン
（新聞紙・広告紙を使ってファッションショー）

いきいき筋トレ教室
（指導員を招いて）

スカイクロス

いこいの広場「ひだまり」
ミニコンサート（アンサンブル・リラ）

クリーニングサービス
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　桂坂体育振興会は、各自治会の体育委員さんのご

協力のもと、年に８種目の競技大会と学区民体育祭

を開催しています。

　競技大会の中でも、男子ソフトボール、女子ソフ

トボール、卓球、ボウリング、バレーボール、ソフ

トバレーボールは西京大会から京都市大会へとつな

がっている競技です。幅広い年齢層の方々にご参加

頂けるようにニュースポーツ（グラウンドゴルフ、

ペタンク、ソフトバレーボール）も取り入れ、地域

の皆様の心身の活性化に役立てばと願っています。

種目によっては、高齢化が進み参加者集めに苦労さ

れる自治会や、一方で若い方が多くて選手選びに苦

労されることなど、自治会によって様々です。年１

回、得意とされる競技だけ参加してくださる方もお

られます。

　また、学区民体育祭では競技には参加できないけ

れど、「あの自治会のテントに行けば、あの方にお

会いでき、一緒に応援し、お弁当を広げ、お喋りす

ることができるので、楽しみにしています！」とい

うお声も耳にします。体育委員さんからは、「選手

集めが大変だったけれど、楽しかったし、自治会の

皆様と知り合いになり、

コミュニケーションが図

れて良かった。」という

感想をいただきます。そ

のような声を糧に役員は

頑張っています。

　今後もスポーツを通じて地域の皆様のきずなが深まり、いざとい

う時の助け合いにつながり、「元気な桂坂」を次の世代へと継承出

来ますように、体育委員、自治連合会、各種団体の皆さまからのご

支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

桂坂体育振興会

準備体操

徒競走

綱引き

男子ソフトボール

京都マラソン沿道整理
ボランティア
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　日頃から、赤十字活動につきまして、

皆様方には、深いご理解と温かいご支援

を賜り心からお礼申し上げます。

　日本赤十字社は、世界189の国と地域

の「赤十字」の一員として、昭和27年ス

タートから60年が経過し、世界の平和と

人類の福祉向上、災害医療活動や、復興

支援、保健医療活動や、緊急の資金援助

などを行っています。

　国内における赤十字活動は、阪神淡路

大震災、東日本大震災、京都府南部豪雨

災害、熊本地震大災害、九州北部・秋田

県、三重県・和歌山県などの台風災害な

どに対して、義援金を提供し、被災地に

医師団を派遣するとともに、毛布などの

救援物資を被災者に配布などの支援活動

を行って来ました。

　皆様方のお寄せ下さる寄付金等が国内はもとより全世界の平和と福祉増進、災害救助活動を

はじめ血液事業・奉仕活動の推進のため、また看護師の養成、救急法・家庭看護法の講習など

数々の事業を推進するための基金となります。

日赤活動は、全国民が一致協力して復旧支援を継続していく活動です。

　毎年、日本赤十字社として、『赤十字活動資金募集月間』が制定され、『人間を救うのは人間

だ』～人は決して、一人じゃないから～をスローガンに、桂坂学区におきましては５月１日か

ら31日まで、募金活動が行われております。

日本赤十字社桂坂奉仕分団

平成28年熊本地震災害

東日本大震災
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　赤い羽根・共同募金活動におきまして、日頃より住

民の皆様方には、大変、ご理解とご協力をいただき、

誠に有難うございます。

　共同募金活動は、昭和22年９月、京都府国民たすけ

あい共同募金委員会が発足し、皆様の善意に支えられ

て72回目を迎えました。毎年「地域の福祉、みんなで

参加」、をスローガンに10月１日から共同募金運動を

展開しております。

　お寄せ下さいました寄付金は、京都府共同募金会よ

り「住民福祉活動」、「高齢者福祉活動」、「児童青少年

福祉活動」、「障害のある方の福祉活動」など民間の社

会福祉活動や福祉施設や社会福祉協議会等のさまざま

な活動を支援しております。

　また、地震、台風・大雨洪水災害などの自然災害に

対しても、「災害等準備金」から、直ちに支援させて

頂きました。

　共同募金活動として、桂坂分会では、

・10月と12月に、阪急桂駅西口、阪急嵐山駅、洛西

ラクセーヌ周辺の３か所で、街頭募金運動を実施

しています。

・10月に、啓発活動として、洛西ふれあいの里「秋

まつり」に参加しポップコーン、綿菓子、風船な

どのグッズ等を提供し募金の協力をお願いしてい

ます。

・11月に啓発活動として、西京区民ふれあい祭りに参加し、綿菓

子、たこ煎餅、風船などのグッズ等を提供し募金の協力をお願

いしています。

　このような活動を通して、皆様方に、赤い羽根募金のご理解を頂

き、11月１日から11月30日まで、赤い羽根募金のご協力をお願いし

ております。

共同募金会桂坂学区分会
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公衆衛生の普及と向上を目指して
　京都市では平成29年度から、全区役所・支所の窓口を市民目線で

わかりやすい窓口に再編するため、これまでの保健センターと福祉

事務所の機能を統合した「保健福祉センター」を設置しました。

　桂坂保健協議会は「地域内における公衆衛生の向上及び普及徹底

を図り、併せて市の行う公衆衛生事業の円滑な運営に寄与する」こ

とを目的として、西京保健協議会連合会、西京献血推進実行委員会

と連携を蜜にし、学区自治連合会、各自治会と協調して活動してお

ります。

　会則では、「桂坂献血会の業務を兼務する」と定め、献血事業も

担当しております。

◦保健協議会
　「区役所・支所」と「地域住民」とを結ぶ役割として、「アウトリー

チ型」事業の実施に当り、地域住民への広報・啓発や、参加者募集

に係るとりまとめ、地域の健康課題等を踏まえたテーマ設定、事業

終了後の振返り等と、更に地域住民等のニーズを踏まえた独自事業

の企画、「健康長寿のまち・京都」の事業への参加等地域住民の健

康保持・増進や地域の環境保全と整備に寄与する事を目的として活動しております。

◦献血会
　地域における献血思想の普及と「献血会」の開催等献血事業に対する協力を行っております。

　両会は、役員、委員で構成し、委員は各自治会長が担当することになっております。

おもな仕事は
　広報配布物の配布、各種回覧、ポスター掲示ですが、「全戸配布

付物」については、年末年始の塵介収集に係る配布のみとなる見込

みです。

　「保健センターの主な仕事」の配布・回覧については、目下検討

中とのことです。また、｢集団健診や献血会、狂犬病予防注射」の

周知等、市民しんぶん区版による一律的な周知では困難なものの、

更には、「アウトリーチ型」事業に係る参加者のとりまとめ等につ

いては「保健センターニュ－ス」という名称によらずに、引続き回

覧板配布による市民周知に協力する予定です。

　…ポスターの掲示については、市政広報版の運用ルールの改正を

踏まえ「年末年始の家庭ゴミの収集」と同様に、市政協力委員を通

じて配布に切り替えられました。

桂坂保健協議会・桂坂献血会

集団健診受付風景

①集団健診会場

集団健診風景

集団健診風景

献血現場と車両

②献血会場

献血受付風景
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　桂坂学区民生児童委員協議会は、「民生委員・児童委員９名及び主任児童委員２名の11名」

と「老人福祉員」４名の15名にて構成され、地域に暮らす住民の身近な相談相手として、医療

や介護・子育て不安など、あらゆる生活上の問題について解決すべく、各関係機関への「つな

ぎ役」として、桂坂自治連合会の「桂坂まちづくり基本理念」の中にある、「安心・安全のま

ち桂坂」づくりの為、下記の活動を日々行っております。

１） 「高齢者」見守り活動等

　現在70歳以上の高齢者は約1,800名居られ、特に

民生児童委員協議会が把握しているお独り暮らしの

方と、災害時要支援名簿に登録されている方々、並

びに、老々介護をされている方々への、日々の見守

り訪問活動と相談相手として重点的に活動していま

す。

　又、見守り活動の一環として、毎年88歳の「米寿」

をお迎えの方々に、桂坂小学校のご協力を得て、４

年生の児童達と「お祝い訪問」を行って居ります。

２） 「救急医療情報キット」の配布

　西京区健康保健センター並びに、西京区民生児童

委員会が平成24年度から行っている「救急医療情報

キット」を現在385所帯の方々に、自宅で急病やケ

ガ等救急車を呼んだりする時の為と、チョットした

心の安心安全の為に配布を行って居ります。

３） 「子育て支援」……（事業並びに相談支援活動）

　主任児童委員による、新生児宅への「こんにちは

赤ちゃん」訪問による、地域の子育支援マップと心

ばかりのお祝い品の贈呈と、「子育てきっずサロン」

を桂坂社会福祉協議会、更生保護女性会、桂坂児童館共催により、８月を除く、毎月１回

桂坂児童館にて行う。

…４） 「認知症講座」や、「子育て支援」の研修会の実施

… …上記の通り、様々な福祉に付いてのご相談が御座いましたら、お近くの民生児童委員まで、

ご遠慮なくお声がけ下さい。私達、民生児童委員は、守秘義務を負って居り他人に情報を漏ら

したりする事は御座いませんので、安心してご相談ください。

桂坂民生児童委員協議会

米寿のお祝い訪問

救急キット

桂坂子育てきっずサロン
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　今日まで30年の歳月をかけて作り、恵まれた環境の中

で、すくすくのびのびと育っている桂坂の子ども達。こ

の子ども達の健全育成推進を目的として、西京少年補導

委員会（全17支部）桂坂支部（以後、桂坂少年補導委員

会と記す）は、平成３年２月に発足し活動を続けていま

す。

　「地域の子どもは地域で育てる」をモットーとして出

来る限り多くの子ども達と触れ合う機会を持ち、声掛け

をすることから活動は始まります。子ども達と触れ合

う機会は365日ありますが、桂坂少年補導委員会として

の主な活動である“わんぱく自然塾”（サマーキャンプ）

“夜間パトロール”“わんぱく塾”“親と子のふれあい餅

つき大会”を通して、桂坂の子ども達の健全育成推進

（子ども達の安全）を図っております。

　わんぱく自然塾（サマーキャンプ）は、１泊２日の短

期間ですが、子ども達は親から離れ

友だちと野外活動を通じて「自分の

事は自分でする」「自分より年少者

を労る」「使用した場所は来た時よ

りも美しく」など約束は守り、毎年

多くの事を学び、「来年もまた参加

したい」と喜んでくれます。

　また、桂坂住宅内の夜間パトロー

ルは、西京警察署、防犯推進委員会、

交通安全推進会、桂坂消防分団、桂坂小学校教諭とＰＴ

Ａ、大枝中学校教諭とＰＴＡの協力を得て行っています。

　桂坂にお住いの方と桂坂小学校の教諭も一緒にする

“親と子のふれあい餅つき大会”と、年数回の“わんぱ

く塾”（物作りなど）の活動を通じ、大人と子ども達が

顔みしりになることが、子どもの安全に繋がると信じ、

今後共活動を続けて参ります。

西京少年補導委員会桂坂支部

へんじろう光実験おもしろい！

テントを張るぞ！

流しそうめんおいしいね！ツリークライミング楽しい！

竹で器を作ってカレーを食べよう！
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　桂坂消防分団は1998年（平成10年）に発足し
てから、今年度で20年が経ちました。発足当初
は、右も左も分からないまま西京消防団・西京
消防署の指導の下、地域の安心安全の為に活動
して参りました。
　皆様のご指導ご協力のおかげで、桂坂分団と
してやっと独り立ちできる様になり、日々、21
名の分団員メンバーと共に活動しています。

予防活動
　予防活動としては毎
月５日と20日に実施し
ている『無火災推進
日』、及び年末の『年
末防火運動』などの広
報活動を実施しております。また、桂坂一帯を
中心に団員の目視による巡回広報や『春・秋の
火災予防運動』『春・冬の文化財防火運動』の
活動も行っています。
　地域の広報活動としては、カナート桂坂店や
洛西高島屋、ラクセーヌなどの前で防火チラシ
や防火ティッシュを配ったりしています。
　また、拍子木を打ち鳴らし桂坂を練り歩きな
がらの『火の用心』のお声掛けが、皆様の防災
意識を少しでも高めて頂けるきっかけになれば
と切に願いながら活動に取り組んでいます。
　桂坂にある２ヶ所の保育園では、毎年子ども
達に紙芝居や防火劇などで花火指導を行い、桂
坂小学校４年生を対象に消防分団の器具庫の見
学や、消火器の扱い方を指導して、未来ある子
ども達にも防災の意識を持ってもらえる様な活
動を行っています。

訓練活動
　訓練活動としては、
あらゆる災害に対応で
きる様に山林火災訓
練・水災害訓練・小型
動力ポンプを使用した
消火訓練・震災訓練を適時実施しています。ま
た、救急対応にそなえる救急法の訓練も実施し
ています。
　分団員が災害時に迅速に対応できる為に訓練

は必要不可欠であり、規律を守り行うものであ
ります。全ての訓練で必要な知識、技能を取得
できる様に分団員一同頑張っています。

警防訓練
　警防訓練の一環を
少し紹介させて頂き
ますと、震災訓練に
おいては仮定地震発
生時間からの地域の
被害状況確認、分団器具庫への召集及び情報収
集、要救助者への対応、火災発生地点への対応
を主に行っています。
　また、山林訓練においては火災時の消火訓練
はもとより、地域周辺の山林のパトロール、啓
発を行っています。

総合査閲
　平成30年６月３日㈰
に桂坂分団は西京消防
団を代表して、15年ぶ
りに京都市総合査閲を
受閲しました。
　当日は日頃の訓練の成果を発揮すべく、点検
礼式及び行進訓練や小型動力ポンプを使用した
消火訓練を実施し入賞を果たすことができまし
た。成績には少し満足できていない面もありま
すが、分団員が一致団結して一つの目標に向か
い受閲できた事は本当に良かったです。入賞に
際しましては、準備にご協力頂いたり当日お越
し頂いた地域の皆様、またご家族の方々のお力
添えによるものと感謝しております。
　おかげ様で平成30年は桂坂学区無火災でもあ
りました。これからも無火災を目指して、分団
員一同で日々の活動に取り組んでいきますの
で、宜しくお願い致します。

★お気軽にお立ち寄り下さい★

西京消防団桂坂分団
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　桂坂交通安全推進会は、平成４年、行政、西京警察署

の下部組織として、街の交通安全を推進するために設置

されました。

　桂坂交通安全推進会は設置と同時に西京区交通安全連

合会に加入して、各学区推進会と協力しながら住民の交

通安全に寄与する事として活動をしています。

　桂坂交通安全推進会独自の活動の一部を紹介します。

◦桂坂小学校新１年生の交通教室

　桂坂小学校と共催で、毎年入学式直後の５月初めに

体育館で実施されています。体育館に仮設の道路を設

置して、横断の仕方、交差点の左右確認の仕方などに

ついて指導しています。

◦小学生対象の自転車安全教室

　桂坂小学校ＰＴＡとの共催で毎年５月ごろに実施し

ています。桂坂小学校グラウンドで自転車の正しい乗

り方、交通法規などについて西京警察署の指導を受け

ています。

　自転車は自動車の仲間で「道路交通法」でルールが

定められています。桂坂は坂が多く、下り坂ではス

ピードが出るので危険なため特に注意が必要です。

◦高齢者交通安全教室

　高齢者時代に突入して交通事故の半数以上は高齢

者が関係しています。自分の運転技能、運転技術を

チェックする機会を得るために毎年10月ごろに西京警

察署、自動車教習所の協力を得て実施しています。

◦ＰＴＡフェスティバルに於いて反射材を活用した交通

安全教室

　毎年７月に行われる桂坂小学校ＰＴＡフェスティバ

ル会場において、反射材を活用してシオリ作りをして

います。200人位の参加者があり夜間の交通事故防止

の意識向上に貢献しています。

桂坂交通安全推進会

自転車安全教室

ＰＴＡフェスティバル
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　「防犯推進委員会」は、警

察と住民が連携して犯罪の未

然防止に努める組織です。

　桂警察署（現西京警察署）

が発足（昭和45年）する以前

の昭和41年に「防犯連絡所」

の組織が作られました。しか

し少年のシンナー吸引や暴力

犯罪が絶えず、検挙すること

よりも「未然防止」に力を入

れることの方が重要、そのた

めには「警察と自治連合会と

の連携をより強固に」の声が強くなったのです。

　こうして「防犯連絡所」発足から28年後の平成６年（1994

年）４月25日、「桂防犯推進委員協議会結成大会」が催され

新組織が発足しました。桂坂からも菊池前自治連合会長と鹿

野桂坂防犯部長（当時）が当初から理事として参画されてい

ます。

　ところでこの「防犯推進委員協議会」では、各自治会長に

防犯推進委員を兼務していただいていました。しかし「防犯教室」や「防犯キャンペーン」等

の活動が増えてくると自治会長様への負担が大きくなることから、桂坂では平成26年（2014年）

度から独自に、各自治会の防犯委員様に防犯推進委員になっていただき、名称も「桂坂防犯推

進委員会」と変えて活動の活性化、犯罪の未然防止に努めてまいりました。

　また、大枝交番様によるパトロールを補佐する意味で、青色パトロール車の導入にも力を入

れ、西京では最多の５台有して、随時パトロールを行っています。

【定期的な活動】

　１．桂坂防犯推進委員会「総会」、「委員会」の開催… 数回／年

　２．「防犯教室」開催：「振込み詐欺対策」「護身術」等… ２～３回／年

　３．「防犯キャンペーン」：防犯ティッシュ、グッズ配布等… ２～３回／年

　４．「青色パトロール車」による域内巡回… 随時／５台

　５．少年補導主催「小学校夜間パトロール」に参加… 数回／年

桂坂防犯推進委員会

青色パトロール車の出発式（カナート前にて）

「防犯教室」の様子（「すこやかサロン」にて）

「青色パトロール車」のお披露目
（桂坂小学校にて）
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　当倶楽部は桂坂地域に在住する概ね60歳以上の者で、会員相互の親睦を図ることを目的に、

平成４年４月26日に設立された団体です。現在の会員数は約250名です。

　活動は同好会が主体で、歩こう会、コーラス、囲碁・将棋、写真、ゴルフ、グラウンド・ゴ

ルフ、ボウリング、社交ダンス、カラオケ、マージャン、絵画、ハイキング、ペタンク、書道、

映画鑑賞、軽音楽の16同好会が夫々独自に工夫をこらし仲間を増やしながら活発に活動を展開

しています。

　また、全体的な活動としては、総会親睦会、趣味の作品展、山の手芸能祭等を当倶楽部が主

体となって開催し会員全体の親睦融和を促進すると共に、広報誌の発行などによって積極的に

広報活動も行っています。

　一方では地域との連携強化を図ることも重要であるとの認識の下、自治連合会への協力はも

ちろん、桂坂小学校関連では児童への朝の声掛け活動、同ＰＴＡ主催のフェスティバルでの

ブース開設、カザラッカコンサートではコーラス同好会が出演など、また京都市立西総合支援

学校においてはサマースクール、芝生祭りにグラウンド・ゴルフ同好会が協力、洛西ふれあい

の里秋まつりでは出店参加、桂坂野鳥遊園のもみじ祭りではスタッフとして協力するなど積極

的に活動し存在感を高めています。

桂坂山の手倶楽部

軽音楽同好会「クッキーズ」地域密着型
サービスセンター桂坂でXmasコンサート

趣味の作品展

子ども見守り隊の活動 ＰＴＡフェスティバル　囲碁・将棋ブース
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　桂坂景観まちづくり協議会（以下 協議会）は平成24

年11月に、それまでの「桂坂地区建築協定協議会」が、

名称変更と組織拡充により生まれ変わった団体です。京

都市市街地景観整備条例により、翌25年２月に「地域景

観づくり協議会」、５月には「地域景観づくり計画書」

の京都市長認定を受けました。これにより桂坂では、建

築物の新築やリフォームなど景観に影響を与える工事を

行う場合には、建築主や事業者は計画段階で協議会との

事前協議を実施するよう、義務付けられました。

　協議会には二つの部会組織があり、その一つ「建築協

定部会」は、桂坂地区内に16ある建築協定運営委員会の

委員長によって構成され、以前の建築協定協議会の機能

と役割を引き継いでいます。部会では、各地区での建築

協定運営に関する情報や経験の交流、相互の相談や支

援、建築協定の研修会開催などを行うとともに、20年ご

との建築協定更新の際には部会としてサポートを行って

います。

　もう一つの「景観づくり部会」は、桂坂の美しい景観

や豊かな自然を感じたり再発見したりしながら、さらに

より良いものを目指す活動をすすめています。最近で

は、桂坂の開発コンセプトを学ぶ講演会、フォルト観察

まちあるき、桂坂の風景写真によるポストカードづく

り、などに取り組んでいます。

　また協議会とし

て、桂坂の豊かな

自然の楽しみ方を

紹介する「桂坂あ

そべるしぜん図

鑑」（全３巻）の

発刊をすすめてい

ます。

桂坂景観まちづくり協議会

毎年開催している建築協定
研修会の様子（2015年５月）

紅葉撮影会とお茶会イベントの様子
（2018年11月）

桂坂のすべてのフォルトを調査した
「フォルト観察まちあるき」の様子

（2018 年５月）

協議会が桂坂内15か所に設置している
「地域景観づくり協議会制度」の

案内看板

2016年に発刊された
「桂坂あそべるしぜん図鑑」壱の巻
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　更生保護女性会の理念には「更生保護の心を広め、次代を

担う青少年の健全な育成を務めるとともに、関係団体と提携

しつつ、過ちに陥った人たちの更生のため支えとなる」とあ

ります。更生保護女性会桂坂学区では、桂坂自治連合会の事

業に参画するとともに、学区の桂坂小学校、大枝中学校ＰＴ

Ａ・少年補導委員会桂坂支部・保護司会・防犯推進委員会の

方たちと共に「薬物や性に関すること、携帯電話の扱いなど」

身近に迫る犯罪や危険をテーマに講演会を開催してきました。

　また、社会を明るくする運動では大枝中学校への登校

時、子どもたちに「おはよう」のあいさつから、地域のおば

ちゃんに馴染んでもらったり、非行防止を啓発する

ティッシュなど配らせてもらっています。

　住民から寄贈をしていただいた石鹸やタオル、衣

料など身の回り品を保護観察を終えられた方の施設

や養護施設へ届けたり、食材を持ち込んで近隣の学

区の方たちとカツレツなどボリューム感のある夕食

を作る活動もしています。

　京都保護観察所へは、所内にお花を生ける活動

や、春先には、今年で17回を数える親と子のふれあ

いコンサート『音と語りのプロムナード』を開催し

ています。慣れ親しんだ童謡から、流行りの歌を心

を込めて歌う温かいコンサートで、毎年楽しみにさ

れている方も少なくはなく、毎年新しい題材の物語

は情景が見えるようで語りに引き込まれていきます。

西京更生保護女性会桂坂学区
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　事業計画として『桂坂小学校、大枝中学校、西総合支援学校の児童・生徒を対象に、教育の

充実、安心・安全と健康増進などに関する支援を行う』を掲げています。

　具体的な取組としては、それぞれ３校へ子どもたちの心を育てる、また知識を増やすため図

書を寄贈しています。また、学校からの要望に応じ、ゲストティーチャーとして桂坂小学校３

年生「総合的な学習の時間」における“桂坂探検隊”（桂坂

の魅力発見隊）の出前

授業を行っています。

さらに、今年度は桂坂

小学校と大枝中学校が

創立30周年を迎えられ

ました。お祝いとして

特別に30周年記念品を

贈呈しました。

桂坂教育後援会

“総合的な学習の時間”の授業風景

桂坂小学校“読書本贈呈感謝の会”
調べ学習に使える書籍を寄贈しました。

西総合支援学校“図書の寄付贈呈式”
大枝中学校“書籍寄付による感謝状”
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【組織の概要】

　京都三大祭りの一つ時代祭りは、毎年10月22日

に京都市全行政区の各学区から2,000名余の参加

の下、御所より平安神宮まで練り歩く祭りです。

　桂坂も自治連合会発足の時から毎年行列に２名

参加してきましたが現在では３名になっていま

す。また祭りに参加された後は桂坂時代祭り世話

人の会員としてお世話をいただき今では40名余り

なりました。

　平成29年までは右京区、西京区で楠公上洛列、

室町幕府執政列を交互に担当してきましたが、平

成30年から西京区は室町幕府執政列を担当するこ

とになり、そのことに依り騎馬の当番が３年毎に

各学区に廻って来ることになりました。

　桂坂学区平安講社は京都市民の時代祭りを世話

人会で取り組んでいます。

【活動の記録】

　平成30年時代祭り参列者　　室町幕府執政列　騎馬（伊勢氏役） ……服　部　憲　夫 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行列進行役　　　万　殿　慎　二 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供　　　奉　　　谷　口　隆　夫 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供　　　奉　　　石　川　昌　紀 氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供　　　奉　　　小　林　壽　和 氏

平安講社第十一社桂坂学区
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　桂坂地域女性会は社会教育団体であり、学習により女性の

地域向上をめざし、併せて親睦、助け合い等の自主的な団結

による生活合理化を図るため、有効適切な実践運動を展開し

地域の発展に寄与を目的としてきました。京都市教育委員会

生涯学習部と西京地域女性連合会に所属し、22年に及ぶ活動

をして参りました。発足当時の会員数は、多い時には170名

程でしたが、最近では少しずつ減少し55名程でした。

　活動については、４月に総会を開催し、前年度の振り返り

と新年度の活動方針を決め、主に西京地域女性連合会関係と

桂坂地域内の二つに分けて、次のような内容で取り組んでお

りました。

＊西京地域女性連合会関係

　１）「作品展」「チャリティーバーゲン」「サークル発表会」

会場でのお抹茶の接待

　２） 「西京地域ごみ減量推進会議」への参加

　３） 「京都マラソン」沿道整理

　４） 「市民スポーツフェスティバル」

　５） 「女性リーダーセミナー」

＊桂坂地域

　１） 「スクール21の学習」

　２）桂坂小学校「PTAフェスティバル」飲食物の販売

　３）桂坂小学校「朝の声掛け運動」への参加

　４） 西総合支援学校「サマースクール」での「お抹茶フォー

ラム」

　５） 「桂坂学区民体育祭」みたらし団子・コーヒーの販売

　６）野鳥遊園「もみじ祭り」に協力

　７） 「桂坂きっずサロン」に協力

　８） 「女性会だより」を毎月１回発行

　幅広く、教育・子育て・親睦・ボランティア活動など精一杯して参りましたが、平成30年３

月30日で「桂坂地域女性会」という組織としての活動は終了しました。

桂坂地域女性会



学校・施設 等　活動紹介

Saeko Yamada「サクラ坂緑道」

Kiyoshi Minoshima「緑のモミジ坂緑道」

Shigeo Matsumiya「東海自然歩道」

Keizou Nakagawa「朝光－モミジバフウ」

Mitsuo Ito「桂坂公園」

Isamu Shiomi「早春－モミジバフウ」
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２年生 「大すきいっぱい わたしのまち」
 ～桂坂にある公園のお気に入りを見つけよう～

　２年生は、生活科で「大すきいっぱい　わたしのまち」を学習し

ています。この学習では、自分たちがよく行く公園について詳しく

調べました。調べた後、自分たちのお気に入りの公園について他の

人に伝えたいなと思いました。ぜひ、多くの方々に聞いてほしいと

思います。

京都市立桂坂小学校

 創立30周年記念式典� 平成30年11月28日（水）

　平成30年、桂坂小学校も、自治連合会

と共に創立30周年を迎えました。この

日、多くのご来賓のご臨席のもと創立30

周年記念式典を行いました。

　京都市教育委員会、地域の皆様、そし

て子どもたちと共に、学校の30回目のお誕生日のお祝いをしました。

　式典の最後に、この後の「学習発表会」の発表内容を、各学年の代表から

紹介しました。

　今年度学校では、創立30周年を機に自分たちが生活する「桂坂」をより深く知り、地域を愛し、更に発

展させていこうとする子どもたちを育てるために、地域の皆様のご支援を得ながら、生活科・総合的な学

習を中心とした地域学習を進めてきました。学習発表会では、その一端を発表しました。

やまゆり学級 「だいすき いっぱい 桂坂」

　桂坂には、人々の憩いの場としてたくさんの公園が作られていま

す。その中から自分たちのお気に入りの公園のことを発表します。

また、全校児童のアンケートから、好きな公園ランキング上位３つ

の公園について人気の秘密を見つけに行ったことについても発表し

ます。

「みんなであそぼう はる なつ あき ゆふ」 １年生

　１年生は、生活科の学習で桂坂の自然を観察してきました。春・

夏・秋と桂坂公園に行ったり学校の中を巡ったりして、季節ごとの

虫や植物を観察してきました。この後、秋見つけで見つけた木の実

や植物を使って秋祭りをします。秋祭りの準備の様子を発表しま

す。

学習発表会
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「桂坂探検隊」～桂坂の魅力って何だろう？～ ３年生

　３年生は、「桂坂探検隊」と銘打って、様々な施設や自然を調べて

います。桂坂には、緑道や公園など豊かな自然、また魅力的な施設

もたくさんあります。桂坂の魅力を探るために、11か所の施設を見

学し、桂坂には親切な人やとても素敵な施設があることがわかりま

した。３年生はこのことについて発表します。

「やさしさいっぱい伝え隊」 ５年生

　５年生は、「やさしさいっぱい伝え隊」というテーマで、福祉を中

心とした学習をしています。

　「ふれあいの里」に伺い、車いす体験をさせていただいたり、ユ

ニバーサルデザインについて学習したりしました。“優しい街”と

は……。自分たちにできることを考え、提案します。

４年生 「自然豊かな桂坂へ」

　４年生は、学校内のビオトープを通して、桂坂の自然の魅力につ

いて学習しています。ビオトープマスターの先生方にお世話になり

ながら、生き物の観察や野草を使った生け花や染物体験をしました。

また、アンケートを通して見えた３つの問題点について自分たちで

考えたことを発表します。

６年生 「私たちの桂坂　夢プラン」

　桂坂ができてから、30年がたちました。今の住みよい街になった

のは、たくさんの人たちのおかげです。そして、この桂坂がたくさ

んの人のおかげで住みよい街になってきたように、今度は自分たち

が街のことを考え、もっともっとよい街になるように取り組んでい

くことが大切だと考えました。桂坂を作った人の思いや願いを引継

ぎ、これからの桂坂がもっとよりよい街になるようにと考えた桂坂

夢プランを発表します。
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桂坂自治連合会・桂坂小学校創立30周年にあたって

… 桂坂小学校 校長　若　松　美　里

　平成30年、桂坂自治連合会とともに桂坂小学校が創立30周年を迎えるこ

の節目に、大好きな桂坂小学校に関わらせていただいていることを大変幸

せに感じています。

　平成の幕開けとともに開校した本校は、多くの先輩方の情熱とご努力に

よって築き上げられてきました。今の桂坂小学校が多くの先輩方のご功績

の上にあることを、そして、今現在に至るまで、常に温かく学校を応援

し、支えてくださっている多くの皆様方のお力添えによって、子どもたち

が、安心して穏やかに学校生活が送れていますことに、改めて感謝いたし

ます。

　私は、ご縁あって桂坂小学校に来させていただいて以来、学校のみならず、この“桂坂”を造り上げて

こられた方々、また地域の運営や発展に尽力されている方々と様々な関わりを持たせていただいてきまし

た。その中で、この“桂坂”が多くの方々の熱い思いとご努力によって長い時間をかけて、大事に造り上

げてこられた素晴らしい街であることを実感しました。また、桂坂小学校も、地域の開発とともに児童数

が増え、地域とともに発展してきた学校であることを知りました。その中で、この“桂坂”がどのように

して築かれ、そして今の生活が地域の皆様方の支えによって成り立っていることを子どもたちにきちんと

伝えなければならないと強く感じるようになりました。

　桂坂小学校では、創立30周年を機に、今年度から生活科と総合的な学習の時間で地域学習を柱とした学

習を組み立て、活動を進めています。その中で、自分たちが住む“桂坂”という地域は、「人にやさしい桂

坂」という多くの方々の願いが込められた素晴らしい街であることを子どもたちが認識し、更にこの地域

を守りさらに住みやすい街へと発展

させる主体者となることを目指して

いきたいと思っています。

　30周年という節目を一つの区切り

として、新しい時代の幕開けととも

に桂坂小学校も次のステージに向け

ての新しいスタートを切りたいと思

います。

　どうぞ、今後とも、お力添えを賜

りますようお願いいたします。

京都市立桂坂小学校

撮影：国際総合企画株式会社
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桂坂自治連合会創立30周年記念誌に寄せて
桂坂小学校 第６代校長　山

（平成21年～23年）
　本　　　泉

　桂坂自治連合会並びに桂坂小学校創立30周年、おめでとうございます。

思えば丁度私の在職中に、校舎の増築を行いました。教室等の不足により

やむを得ないこととはいえ、増築のために、それまで子どもたちの憩いの

場所であった、緑豊かな広場を失ってしまうことが、大変心苦しかったこ

とを覚えています。

　必要な教室数を確保しつつ、図書室をはじめ各部屋のレイアウトについ

て市教委担当者と相談する中で、絶対

に無くしたくなかったビオトープの再

生を強く要請しました。校舎が竣工し、部屋の名前を決めることになっ

たとき、大きい部屋を元の広場の愛称からクローバーホールに、小さ

い方の多目的室をカザラッカルームに、瞬時に閃いて名付けたことが

思い出されます。

桂坂学区、桂坂小学校30周年を祝して～地域力と学校力～
桂坂小学校 第７代校長　林

（平成24年～27年）
　　　正　幸

　桂坂学区、桂坂小学校30周年誠におめでとうございます。

　私は、桂坂小学校で平成24年度から平成27年度まで４年間過ごさせてい

ただき、皆様には大変お世話になりました。

　当初より「人にやさしい桂坂」というコンセプトでまちづくりが行われ、

今では新しいまちからだんだん成熟したまちへと変貌してまいりました。

これはひとえに桂坂に住まれる皆様が地域を愛し、より良くするというお

心、つまり「地域力」の結晶です。

　明るく元気で、学びがいのある学校であるために、まず子どもたちが主

役で、生き生きと活動することが大切です。そのために、子どもたち

が主体的に活動できる場を設定して、保護者や地域の方々と手を結び、

大人が支援していく立場で動いていただくことで、「学校力」は高まっ

てまいります。

　「地域力」と「学校力」の高まりの中で、今後さらに、桂坂学区、桂

坂小学校が飛躍したものになりますようご祈念申し上げます。



京都市立桂坂小学校
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地域で育まれる子どもたち ～桂坂小学校の一年～

　満開の桜の下、ピカピカの１年生が
入学します。「１年生を迎える会」で
は、６年生に手を引かれて入場する１
年生。学校紹介やクイズをみんなで楽
しみました。上級生のお姉さん、お兄
さんに支えられて少しずつ学校生活に
慣れていきます。

　６年生は広島への修学旅行で、平和
の尊さを学びます。毎年、１～５年生
の児童が折り鶴をおって６年生が広島
に持参します。
　児童集会で、１～５年生に学んでき
たことを報告します。

　たてわり活動として、６年生がリー
ダーとなって「校区内オリエンテーリ
ング」を行っています。公園を巡りな
がらクイズやゲームに取り組みます。

　４年生は、奥志摩みさきの家で野外
学習をします。磯観察や浦山ラリー、
キャンプファイヤーなどをして楽しみ
ました。
　２泊３日の活動を通して、仲間との
絆を深めました。

　夏の水泳学習では、泳法の習得や泳
ぐ距離を伸ばすことをめざして、一人
一人が自分に合った目標をもって学習
を進めています。

　「キッズプラン作品展」は、夏休み
前に計画を立て、夏休み期間中に調べ
たりまとめたり作成したりします。そ
して、夏休み明けに全校児童の作品を
展示し、互いに鑑賞し合います。

４月
□始業式

□入学式

□朝の声掛け運動

□１年生を迎える会

５月
□春の遠足（１・２年生）

□６年生修学旅行

□家庭訪問

６月
□休日参観

□校区内
　　オリエンテーリング

□選書会

□４年生みさきの家
　　　　野外学習

７月
□夏季水泳学習

□ＰＴＡフェスティバル

８月
□朝の声掛け運動

□キッズプラン作品展
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　運動会で６年生はフラッグを使った
集団行動と組体操を組み合わせた演技
をしました。
　どの学年も素晴らしい演技や迫力あ
る競技で、見る人を感動させてくれま
した。

　５年生は、３泊４日で花背山の家に
野外活動に出かけました。
　山の家では、野外炊事やフライング
ディスクゴルフ、館内オリエンテーリ
ング、星空観察、花背焼など様々な活
動に取り組みました。この４日間で、
自立や協力の大切さを学びました。

　４年生は、地域ボランティアの方々
のお世話になって、「総合的な学習」
でビオトープ学習を進めています。
　この学習の中で、校内の植物を使っ
て「野草生け花体験」をしました。

　子どもたちは、冬の体力作りとして
「ランニングタイム」に取り組んでい
ます。
　「持久走大会」では、練習の成果を
発揮しようと、力いっぱい走っていま
した。

　11月28日「創立30周年記念式典」を
行いました。式典の後には、全校で地
域について学習した事を「学習発表
会」として発表させていただきました。

　校内作品展では、図画工作科の学習
で制作した全児童の平面や立体の作品
を体育館に展示します。

　年度最後の大きな行事、「卒業証書
授与式」。６年生が卒業してしまうこ
とは、大変寂しいですが、桂坂小学校
で学んだことを誇りに、大きく羽ばた
いてほしいです。

９月
□運動会

10月
□カザラッカコンサート

□秋の遠足（１・２年生）

□５年生花背山の家
　　　　野外活動

11月
□４年生総合的な学習
　　　　生け花

□30周年記念式典

□学習発表会

□にじっこまつり

12月
□持久走大会

□５年生スチューデント
　　　　シティ学習

１月
□朝の声掛け運動

２月
□校内作品展

３月
□卒業証書授与式

□修了式
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京都市立大枝中学校

大枝中学校も創立30周年を迎えました‼
　平成元年に創立された大枝中学校も30年を経て周

囲の環境も大きく変化しました。多くの住宅が建ち

並び、開校当初の宅地開発の様子は今や写真に残る

だけです。しかし、学校の北側と西側は、未だに緑

の木々が生い茂り、毎日、鶯のさえずりと心地よい

風が吹き抜け豊かな自然は、開校当時のままではな

いでしょうか。

　『自尊自立』『自他共生』『協働感謝』を「大枝三

訓」と銘打って、現在の教育方針としています。自

らを尊び、自らを律することのできる生徒、自らの課題を見つけ、

学びに向かう生徒を育てたいという思い、そして、心身ともに健

康で互いを思いやる生徒になってもらいたいという願い、さらに

は、社会に巣立っていく生徒たちが、周りと協力し共に汗を流し

ながら課題を解決できるように、常に仲間や周りの人たちに感謝

する心を大切にして欲しいという気持ちがこもっています。

　今年度、大枝中学校も地域のみなさま・保護者の方々に見守ら

れ、支えていただきながら創立30周年を迎えることができまし

た。11月15日に記念式典を多くの来賓の方に参列していただき盛

大に開催することができました。記念式典では、「今を生きる！」

という題で卒業生より講演をいただき貴重なメッセージを後輩達

に贈ってくれました。

　今後とも、大枝中学校学校教育のためにご指導、ご支援いただきますようよろしくお願いいたします。

桂坂学区創立30周年、誠におめでとうございます。今後のさらなる街づくりのご発展を祈念しております。

大枝中学校記念式典

桂坂30周年記念演奏

朗読劇「京・Genji」 桂坂統一クリーン・キャンペーン
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京都市立西総合支援学校
　桂坂学区自治連合会創立30周年、誠におめでとうござい

ます。

　本校は、昭和61年に保護者や教育関係者の熱い願いの

中、発達に遅れのある子どもが通う学校として開校いたし

ました。平成16年度に発達に遅れのある子どもと肢体不自

由のある子どもが通う総合制・地域制の総合養護学校とし

て再編され、平成19年４月に京都市立西総合支援学校と校

名変更を行いました。京都市内の西京区・右京区及び南区

の一部（久世中学校区）をその校区とし、桂坂地域はもとより、児童生徒の居住地域との結びつきを重

視した教育実践を進めております。

　学校教育目標を『「できる」自分を知り、夢や希望を持って、自ら、ひと・もの・ことに向かう子ど

もを育てる』とし、次の２点を教育理念として日々の取組を推進

しております。

　◦全ての子どもたちは、適切な環境・支援があれば「できる存

在」である。

　◦全ての子どもたちは、「地域に生きる一人の生活者」である。

　このような子どもの「生きる力」

を育むため、学校の中だけで学習を

完結させず、桂坂地域やそれぞれの

居住地域で、それぞれの力を発揮で

きるような学習を大切にしていま

す。そのためには、学校・家庭・地

域が力を出し合って支え合う関係を

築くことが大切であると考えており

ます。今後ともどうか宜しくお願い

いたします。

西総合支援学校　校舎

小学部
「公園で遊ぼう」（御陵公園）

高等部
「音楽ユニット」日本舞踊体験

芝生まつり　学校運営協議会にて
お茶・おにぎり販売

サマースクール�山の手倶楽部の方から
グラウンドゴルフを教わっています

桂坂地域の方へ
学校祭の案内状をお届け

中学部
生き方探究チャレンジ体験

（カナート）



64

桂坂児童館

桂坂保育園
　1999年（平成11）に市民の要望により、

京都市が公設として新設し、社会福祉法人　

京都社会福祉協会が運営している保育園で

す。開園時間は午前７時から午後７時ま

で、定員は90名、０歳から５歳就学前の乳

幼児を対象に、「子どもの人権や主体性を尊重し、子ども一人ひとりが

生き生きと生活でき、心身ともに健やかな成長発達を育む」「家庭や地

域と連携を図りながら、保護者や地域の子育て支援を行う」という信念

に基づき、保育をすすめています。

　木のぬくもりを感じる園舎、太陽の光がさす保育室の環境のなか、園

児全員が兄弟のように育ちあい、元気な体作りを大切に自然あふれる桂坂での散歩やリズムあそびやマ

ラソンに取り組んでいます。食育活動では、クラスごとに栽培した野菜を使ってのクッキングや「梅干

し」「切り干し大根」「みそ作り」「干し柿」など季節料理も行っています。地域の施設や大枝中学の「チャ

レンジ体験」や「家庭科」での交流を通して学ぶこともたくさんあります。また、地域の未就園児の方

や保護者を対象に「かざらっこひろば」の事業も行い、地域に根差した保育園をめざしています。

　児童館は、児童福祉法第40条に定められた児童厚生施設です。子どもの健全育成・子育て支援・共生の

まちづくりを目標に、０歳から18歳までを対象にした各種活動をおこなっています。

　桂坂児童館では、「出会い・育ち・感動」を理念に掲げ、子どもの「できた！」を大切にした支援、地

域の子どもや親子にとって、安心して楽しく過ごせる居場所づくりを基本方針とし、午前中は、乳幼児親

子を対象とした幼児クラブ（らっこクラブ）・乳児クラブ（ぴぃちゃんクラブ）・あそびのひろば（にじい

ろ）に加え、リトミックやベビーマッサージ等の子育て講座や季節行事、また桂坂子育て応援サロン運営

ぴぃちゃんクラブ
苦手だったボールプールも今ではだいすきになりました！

らっこクラブ
先生の読む絵本に興味津 ♪々
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委員会主催のきっずサロンをおこなっており、親子で楽しくふれあい、他の親子とも交流できる貴重な場

となっています。午後からは、京都市の就労支援である「学童クラブ」の子どもたちが元気に帰ってきま

す。異年齢の中であそびや取組を通じて、健やかな育成の一助となるよう取り組んでいます。また、学童

クラブ児童を含む地域の子どもたちを対象にした、きりえクラブ・卓球クラブや将棋道場では、子どもた

ちが熱心に腕を磨いています。中高生を対象とした京都市の指定事業「中高生と赤ちゃんとの交流事業」

や、児童館行事のボランティア活動を通して、思春期児童の活動支援もおこなっています。

　当園は平成18年に開園して12年が経ち、今では100人以上の子ども

たちが毎日元気に登園しています。桂坂にはたくさんの公園があり、

自然も魅力もいっぱい。四季折々の公園には、見たり触れたり感じた

りと五感で感じる事象がたくさんあります。

　子どもたちは公園の散歩が大好きで、「宝物」や「発見」をみつけ

ると各自の『お散歩バック』にそっと大切にしまっている姿がみられ

ます。

　また、一時預かり利用では初めてこの地を

訪れられる方もあります。「是非、自然豊か

な桂坂で子どもを育みたい」と転居や同居を

考えられる方もあります。すべての子どもの健やかな育ちは家庭にあり、その

家庭は地域の中にあります。

　今後も心温かな地域の皆様に支えられ、「桂坂に、東桂坂保育園があってよ

かった」と思っていただけるよう連携を図りたいと願っています。よろしくお

願い申し上げます。

東桂坂保育園

学童クラブ事業
縦割りの班で活動をしています。

クリスマス会では各班の考えた出し物をし全員で楽しみました！

中高生と赤ちゃんとの交流事業
やわらかい赤ちゃんに戸惑いながらもしっかりと抱き、

お母さんの話に耳を傾けていました。
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洛西ふれあいの里　更生園

洛西ふれあいの里　授産園

　京都市洛西ふれあいの里更生園は、1992（平成４）年に開所した

定員60名の知的障害者の入所支援施設です。

　開所当初から、集団生活により生じる課題の解決を目指し、「活

動する場所」と「暮らし」を分ける「職」と「住」の分離を柱に取

り組んでいます。

　日中活動では、「あかしあ自治会」「しらかば自治会」のご協力に

より、空き缶やペットボトルのリサイクル活動に取り組んでいま

す。「つぶし作業」「ラベルはがし」「キャッ

プの仕分け」など利用者の皆さんで、手分

けして作業をしています。

　また、生活場面では、「シクラメンの会」

の皆様に、20年以上「縫い物ボランティア」

として、来て頂くなど地域の皆様に支えられています。

　障害のある皆さんの暮らしがより良くなるように、スタッフ一同取り組みま

すので、今後ともご協力をよろしくお願い致します。

　京都市制100周年記念事業として平成元年に開設したふれあいの里も桂坂学区と共に30年の歴史を歩

んでまいりました。授産園は障害者の働く場として、現在クリーニング作業と陶芸作業を行っています。

ふれあいの里各施設のシーツや温泉施設、高齢者施設のタオル等のクリーニングを行っています。また

陶芸では、陶器まつり等で販売するとともに、小学校や保育所などで

出張陶芸教室を行っています。夏休み陶芸教室では、毎年大勢のお子

様にご参加いただいています。

　地域の皆様との交流を目的とした「洛西ふ

れあいの里秋まつり」は、今年で第17回にな

ります。毎年大勢の参加をいただき、盛大な

地域イベントになりました。残念ながら昨年

は台風の影響で止む無く中止致しましたが、

今年は２倍の意気込みで準備を進めてまいり

ますのでご期待ください。

　これからも、地域の皆様への感謝の気持ちを大切にして、共に歩ん

でいきたいと思います。今後ともよろしくお願い申しあげます。

建物の様子

作業スペース

夏休み陶芸教室での１コマ

洛西ふれあいの里秋まつり

クリーニング作業

利用者の皆さんの
共同作品
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洛西ふれあいの里　療護園・デイサービスセンター

地域密着型サービスセンター桂坂

　「京都市洛西ふれあいの里療護園」は、親の会など関係者の永年の思い

が、京都市政100周年記念事業に結実し、1989年（平成元年）に開設した

身体障害者の入所施設です（定員50名）。療護園では、18歳以上の介護を

必要とする方々が様々な人生の背景を大切にしながら、一人ひとりが自分

らしく主体的に生活されています。

　「京都市洛西ふれあいの里デイサービスセンター」は、1991年（平成２年）

洛西ふれあいの里療護園の中の一事業として開所し、現在は定員20名で、

主に地域で暮らしておられる身体障害者の方々が通われている施設です。

桂坂小学校や桂坂保育園等とも毎年イベントを行っており、地域の方々の

ボランティア活動にも支えていただきながら、事業を展開しています。

　また開設から実施していた両施設合同の夏まつりが2003年（平成15年）

より、洛西ふれあいの里秋まつりへ発展。地域のご理解のもと桂坂の名物

として16回の開催を重ねるまでとなりました。世代を超えたふれあいを大

切にしたまちづくりを目指し、今後とも皆さまとのパートナーシップを強

めていければと考えています。

　当事業所は、認知症の診断を受けた方が家庭的な環境の中、共同生活
を営むことで、一人ひとりがその方らしく生活していけるように支援す
る「グループホーム」と、介護が必要となった方が、ご本人の状態や希
望に応じて通い、訪問、泊まりといったサービスを組み合わせ、住み慣
れた地域で家族や近隣住民の方々、各種団体の方々の協力のもと、暮ら
し続けていけるように支援する「小規模

多機能型居宅介護」の２つの事業を運営しております。
　平成28年３月に開設し、グループホームの定員は９名、小規模多機能
型居宅介護の定員は25名と、規模の小さな施設ではありますが、いつま
でも安心して暮らしていけるような街づくりに少しでもお役に立てたら
と考えております。
　また、当事業所のご利用者の生活が潤うように、ボランティアの方々
や児童館の子どもたちに来ていただくなど、様々な交流をしていただい
ているほか、１階の交流スペースでは、各種団体の活動場所として活用
していただいております。その利用団体は30団体を越えており、非常に
多くの方々に使っていただいていることをうれしく思っております。

地域ボランティアの方の
オカリナ演奏

地域がひとつに
秋まつりの１コマ

桂坂保育園とのクリスマス会

公園に囲まれた
緑豊かな環境の中にあります

一緒に料理を作るのも
生活を支える支援のひとつ

ボランティアさんによる
クリスマスコンサート
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特別養護老人ホーム 沓掛寮

七彩すまいる館

　特別養護老人ホーム沓掛寮は1987年（昭和62年）４月に桂坂地域に

おける「福祉の街」建設計画に基づき、社会福祉法人・洛西福祉会が

母体となって開設されました。開設当初は50床の施設でしたが、現在

115床に増床して多くの高齢者の方々が暮らせる施設となっておりま

す。沓掛寮での暮らしは、当たり前な日常生活と共に楽しみのある行

事を沢山行っており、特に地域の方々とふれあえる交流行事を高齢者

の方々は心待ちにされています。

　ショートステイについては、空床転用型

として115床のうち入院されている生活者

の居室や退所された居室を活用し、緊急的

な利用希望に対応しながら高齢者の方々の

在宅生活の継続を支えています。

　また、平成23年から地域でお住まいの高

齢者の方々の在宅生活を支えるため、見守りと共に昼食をご自宅へお届けす

る配食サービスも実施しております。

　平成28年に七彩すまいる館は「彩と笑顔をすまいに」というコンセプトのもと開設いたしました。
　当館では、地域の高齢者の生活を支えるため、居宅介護支援事業所と京都市沓掛包括支援センターの
事務所をおき、地域支援及び相談支援の活動を行っております。また、ご自宅での生活を支えるため

ショートステイ、ホームヘルプサービス、さらに安心してご入居いた
だける住まいとし地域密着型特養（全室個室29室）、住宅型有料老
人ホーム（14戸）をそなえています。
　31年の春には、地域の皆様が多目
的な活動の拠点として活用できる地

域交流スペース、初夏には企業主導型保育事業
「ふれあい保育園」の開所を予定しています。
　多様な専門性を持った職員が、同じ建物に集
まる相乗効果により、桂坂地域での「地域包括
ケアシステム」の中心的役割を担うとともに、
働く方々にとって、また桂坂地域の皆様にとっ
て活気と魅力あるスポットとなることを目指し
ています。

外　観
115名の方が暮らしています。

中　庭
憩いの中庭です。

居　室
落ち着いた環境で

暮らしていただけます。

有料老人ホーム居室

特養リビング

玄関ロビー

七彩すまいる館
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桂坂野鳥遊園

桂坂古墳の森保存会

　本施設は、平成12年７月から社会福祉法人京都市社会福祉協議

会が児童厚生施設として、自然豊かな環境を活かして子ども達が

すこやかに成長するようものづくり体験や講座をはじめ様々な取

組を行うとともに、市民の

皆様にとっては野鳥観察や

散策を通じて自然とふれ

あっていただける場として運営しています。

　また、桂坂学区自治連合会の多大なるご協力を得て、秋には地

域の皆様に施設内の紅葉に親しんでいただけるよう「もみじまつ

り」を開催したり、年末には「注連縄づくり体験」といった地域

交流事業を行っています。

　今後も、桂坂学区自治連合会の皆様との連携をより深めさせて

いただき、子ども達や地域の皆様にとって本施設が桂坂学区にあっ

てよかったと感じていただけるよう努めてまいりますので、いっそ

うのご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

　「桂坂古墳の森保存会」は、2011年６月の設立から今年で８年を

迎えました。

　これまで、1500年前に造営された大枝山古墳群を古墳の森として、

できるだけ自然のまま保存し、それを地域で活用するとともに、外

部に発信することをコンセプトに活動してきました。

　桂坂住民によって構成される正会員、京都市内・他府県の賛助会

員、顧問の70数名の会員によって、見学者の案内、樹木の伐採・清

掃など古墳の森内の整備作業、パトロールなどの日常活動が行われ

ています。

　春・秋の特別公開では、勾玉

づくり・古代米の炊飯等古代の

生活体験、オカリナ・箏・馬頭

琴の演奏、狂言の公演などのイベントが行われ、今では京都市内や

他府県からの随時の見学団体を含めると、年間1,000人以上の見学

者が訪れる京都市内でも有数の史跡になっています。
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資　料
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桂坂学区自治連合会役員名簿

役　　職 2009
（平成21）

2010
（平成22）

2011
（平成23）

2012
（平成24）

2013
（平成25）

2014
（平成26）

2015
（平成27）

2016
（平成28）

2017
（平成29）

2018
（平成30）

会 　 　 長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治

副 会 長 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 中川マスコ 千葉　　仁 千葉　　仁 千葉　　仁 千葉　　仁

副 会 長 細谷　修三 細谷　修三 細谷　修三 中川マスコ 中川マスコ 布本　和久 安井　義夫 安井　義夫 谷口　隆夫 谷口　隆夫

副 会 長 伊藤　一男 伊藤　一男 伊藤　一男 山﨑　貴治 布本　和久 松井　政枝 桑原　尚史 西尾　　清 浅田　泰子 浅田　泰子

副 会 長 中川マスコ 中川マスコ 中川マスコ 布本　和久 松井　政枝 千葉　　仁 西尾　　清 谷口　隆夫

副 会 長 林　　正信 林　　正信 林　　正信 大西　　功 千葉　　仁 安井　義夫

副 会 長 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 松井　政枝

会 　 　 計 細谷　修三 細谷　修三 井ノ崎重美 井ノ崎重美 井ノ崎重美 井ノ崎重美 立川　裕美 立川　裕美 立川　裕美 立川　裕美

会 　 　 計 立川　裕美 長谷川幸子

事 務 局 長 鈴木　文雄 鈴木　文雄 鈴木　文雄 鈴木　文雄 桑原　尚史 桑原　尚史 井ノ崎重美 井ノ崎重美 井ノ崎重美 井ノ崎重美

事 務 局 担 当 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子 長谷川幸子

事 務 局 担 当 平岡　和子 平岡　和子 平岡　和子 平岡　和子 平岡　和子 伊藤　雅緒 市川　陽子 市川　陽子 安井　義夫 安井　義夫

事 務 局 担 当 伊藤　雅緒 伊藤　雅緒 市川　陽子 松井　純子

事 務 局 担 当 市川　陽子

広 報 担 当 加藤　貞雄 加藤　貞雄 加藤　貞雄 加藤　貞雄 浅田　泰子 浅田　泰子 浅田　泰子 浅田　泰子 村井　幸子 村井　幸子

広 報 担 当 浅田　泰子 浅田　泰子 松井　純子 松井　純子 村井　幸子 村井　幸子

自 治 会 館 担 当 小西　京子 小西　京子 小西　京子 吉田美和子 吉田美和子 吉田美和子 吉田美和子 吉田美和子 吉田美和子 吉田美和子

自 治 会 館 担 当 内田　圭子 内田　圭子 村上敬衣子 上田　真奈 上田　真奈 上田　真奈 上田　真奈 上田　真奈 上田　真奈 上田　真奈

かえで自治会長 西村　　勉 澤田　玲子 清水惟生子 吉村　智子 中谷　冨治 濱澤　弥生 塩田　敏男 石川　　勉 清水　鉄郎 堀井　順子

さつき自治会長 斉藤　　誠 柴田雄之助 味田　良夫 谷敷　圭造 大ヶ谷　剛 村上　一雄 太田　利次 仁ノ岡喜美子 長坂　生人 松本　　康

しらかば自治会長 能勢　一司 野田　照代 盛田　大蔵 西尾　　清 澤田　敏男 堀川　園子 北川　　薫 田原巳之留 井上　咢司 日比野俊之

はなみずき自治会長 鈴木　孝治 有馬　大治 出口　幹人 水本　義孝 岸波　敏明 中川　文明 谷口　隆夫 田中　　孝 渡部　裕之 照屋　理恵

あかしあ自治会長 森田　　博 杉本　尚史 倉田　　容 神野　　直 加藤　　高 基太村博美 名和　優子 福庄　典子 坂本　　守 寺田　　功

ぽぷら自治会長 島田　直美 樽本はつ代 井尻　安雄 臼井　芳雄 藤田　博士 西田　幸弘 間　　郷司 中谷　敏清 中江　和子 片岡　雄一

けやき自治会長 林　　直子 盛永　清隆 大淵　敏行 竹村　英史 鎌田由美子 寸田　善久 岡村　陽子 石田　好美 伊藤　道雄 福井和可子

ひいらぎ自治会長 蓑島　　潔 村上敬衣子 井上孝一郎 坪田　広信 西井　征一 清水　千鶴 岡崎　由佳 開田　喜明 中原　住雄 近藤　和夫

つばき自治会長 谷口　栄一 飯吉　昌子 一瀬　直樹 大津　謙祐 大津　謙祐 河野真理子 沖　　明子 正井　玲子 滝澤　雅子 片山　明子

くすのき自治会長 神藤　幸治 山﨑　　忠 喜多　留女 小林　隆志 布施　早苗 小松　久夫 長谷川俊三 今井　純子 石田　明文 北山　道子

もくれん自治会長 北川　忠是 野洲　壽子 野洲　壽子 野洲　壽子 佐藤　　純 平原　丈晴 利根川裕子 高田　信也 大栢笑美子 三角由紀子

あすなろ自治会長 亀川　良夫 坂部　行雄 坂部　行雄 森田　　亘 長瀬　督哉 讃納奈緒美 岡本　慶子 福島　敦子 上野　　甲 宮尾　尚子

にれのき自治会長 五十棲高志 林　　義和 山本　亮治 松田　建児 卯瀧　正俊 井上　京子 波嶌　康文 猪奥　淳士 黒田　清喜 山田　和保

もみのき自治会長 山原　康裕 横山　義則 野村　達哉 江河　　巧 仲　　正行 小木　聡子 石田外志夫 奥原　恒興 西田　　勤 小泉　隆平

さくら自治会長 竹原　範道 松井道太郎 千葉　　仁 中瀬　理至 熊谷　　香 川﨑　保雄 石河麻衣子 花木　伸一 石田　博一 佐藤　靖志

くるみ自治会長 酒井　　寛 酒井　　寛 橋本　太志 徳田　聖也 妹尾　将宏

監 査 役 岡　　頼男 乗本　政三 乗本　政三 乗本　政三 乗本　政三 乗本　政三 中川　文明 中川　文明 中川　文明 中川　文明

監 査 役 日比野俊之 日比野俊之 日比野俊之 日比野俊之 日比野俊之 飯田　　章 山原裕美子 山原裕美子 山原裕美子 山原裕美子

顧 　 問 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治

相 談 役 糀田　　博 糀田　　博 糀田　　博 田畑　昭三 伊藤　一男

相 談 役 田畑　昭三 田畑　昭三 田畑　昭三 伊藤　一男

敬称略

【くるみ自治会：2014.…9.…21設立】
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桂坂学区各種団体・学校・施設等役員名簿

団　　体 役職 2009
（平成21）

2010
（平成22）

2011
（平成23）

2012
（平成24）

2013
（平成25）

2014
（平成26）

2015
（平成27）

2016
（平成28）

2017
（平成29）

2018
（平成30）

市政協力委員
連絡協議会 会長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治

桂坂学区自主
防災会 会長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 星野　義一 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治

桂坂教育後援会 会長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治
桂坂京大キャンパス
問題連絡協議会 会長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治

桂坂暴力追放
協議会 会長 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 菊池　潤治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治 山﨑　貴治

桂坂学区社会福祉
協議会 会長 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一 星野　義一

桂坂体育振興会 会長 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久 布本　和久
日本赤十字社
桂坂奉仕分団 分団長 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝

共同募金会
桂坂学区分会 分会長 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝

桂坂保健協議会・
桂坂献血会 会長 飯田　　章 飯田　　章 飯田　　章 飯田　　章 小迫　久男 小迫　久男 小迫　久男 小迫　久男 小迫　久男 小迫　久男

桂坂民生児童委員
協議会 会長 木村　順子 木村　順子 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司 鈴木　晃司

西京少年補導委員
会桂坂支部 支部長 柄本　憲秀 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫 服部　憲夫

西京消防団
桂坂分団 分団長 安井　義夫 安井　義夫 安井　義夫 山口　敏和 山口　敏和 山口　敏和 山口　敏和 野洲　壽子 野洲　壽子 田原　昌人

桂坂地域女性会 会長 井ノ崎重美 水谷　洋子 水谷　洋子 水谷　洋子 水谷　洋子 水谷　洋子 水谷　洋子 平岡　和子 平岡　和子
桂坂交通安全
推進会 会長 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治 森園　秀治

桂坂防犯
推進委員会 会長 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 梶間　俊郎 小島　正和

桂坂山の手倶楽部 会長 乗本　政三 乗本　政三 八木　兵司 八木　兵司 長谷川文彦 長谷川文彦 西井　征一 西井　征一 西井　征一 西井　征一
桂坂景観
まちづくり協議会 会長 村上　　實 桑原　尚史 桑原　尚史 桑原　尚史 蓑島　　潔 蓑島　　潔 蓑島　　潔 蓑島　　潔 蓑島　　潔 蓑島　　潔

西京更生保護
女性会桂坂学区 代表 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 佐川　早苗 佐川　早苗 佐川　早苗 佐川　早苗 佐川　早苗 村井　幸子 村井　幸子

西京区桂坂支部
保護司会 代表 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝 松井　政枝

西京区明るい選挙
推進協議会桂坂地区 責任者 細川　和子 細川　和子 細川　和子 細川　和子 細川　和子 八田　和子 立川　裕美 立川　裕美 立川　裕美 立川　裕美

平安講社第十一社
桂坂学区 代表 糀田　　博 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美 基太村博美

桂坂小学校 校長 山本　　泉 山本　　泉 山本　　泉 林　　正幸 林　　正幸 林　　正幸 林　　正幸 若松　美里 若松　美里 若松　美里
桂坂小学校PTA 会長 窪田　知史 福家　崇明 福家　崇明 林　　晃生 林　　晃生 広尾　郷史 広尾　郷史 広尾　郷史 秦泉寺章夫 秦泉寺章夫
大枝中学校 校長 橋本　秀明 橋本　秀明 岡村　信行 岡村　信行 岡村　信行 中栄　英雄 上山　義宏 上山　義宏 上山　義宏 田中　　基
大枝中学校PTA 会長 武村　葉子 山原裕美子 藤本　明弘 石田　昌代 伊藤　雅緒 伊藤　雅緒 土井　幸子 土井　幸子 平松　文枝 平松　文枝
西総合支援学校 校長 永井　　実 小林　一義 小林　一義 小林　一義 小林　一義 小林　一義 小林　一義 小林　一義 冨家　直樹 冨家　直樹
桂坂保育園 園長 藤村　貴子 藤村　貴子 藤村　貴子 藤村　貴子 藤村　貴子 藤村　貴子 大島　善弘 大島　善弘 大島　善弘 山内　啓子
桂坂児童館 館長 木越　俊雄 海原　　洋 海原　　洋 海原　　洋 海原　　洋 海原　　洋 海原　　洋 海原　　洋 児嶋　由佳 児嶋　由佳
東桂坂保育園 園長 石本オサメ 望月　雅史 望月　雅史 滝野　輝子 滝野　輝子 滝野　輝子 北村至都子 北村至都子 八木　信代 八木　信代
洛西ふれあい会館 所長 玉置　敏康 宮本　史朗 宮本　史朗 中上　義和 中上　義和
洛西ふれあいの里
更生園 施設長 浅井伊知人 浅井伊知人 浅井伊知人 浅井伊知人 上田　昌央 上田　昌央 上田　昌央 土居　雅幸 土居　雅幸 土居　雅幸

洛西ふれあいの里
授産園 施設長 赤井　和子 赤井　和子 赤井　和子 赤井　和子 中西　　浩 中西　　浩 中西　　浩 中西　　浩 中西　　浩 榊　　信一

洛西ふれあいの里療護園
・デイサービスセンター 施設長 阪田　信弘 阪田　信弘 阪田　信弘 片山　　豪 片山　　豪 榊　　信一 榊　　信一 榊　　信一 榊　　信一 中西　大作

特別養護
老人ホーム沓掛寮 施設長 佐貫　眞一 佐貫　眞一 佐貫　眞一 伊藤　和光 伊藤　和光 伊藤　和光 栗原　和也 栗原　和也 栗原　和也 栗原　和也

くつかけ
七彩の家 施設長 栗原　和也 栗原　和也

地域密着型
サービスセンター
桂坂

所長 末次　　眞 服部　順之 服部　順之

管理者 浦川良太郎 浦川良太郎 浦川良太郎

敬称略

【桂坂景観まちづくり協議会：2012.…11.…4 桂坂地区建築協定協議会より名称変更】
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桂坂学区創立30周年記念事業実行委員会

委  員  長 山　﨑　貴　治

副 委 員 長 千　葉　　　仁 谷　口　隆　夫 浅　田　泰　子

会 　  　 計 立　川　裕　美

事 務 局 長 井ノ崎　重　美

事  務  局 長谷川　幸　子 安　井　義　夫 吉　田　美和子 上　田　真　奈

広  　 　 報 村　井　幸　子

会 計 監 査 中　川　文　明 山　原　裕美子

委員　食　の　広　場 北　川　　　薫 酒　井　　　寛 照　屋　理　恵 平　岡　和　子 基太村　博　美

パフォーマンス 石　川　　　勉 渡　部　裕　之 坂　本　　　守 日比野　俊　之 妹　尾　将　宏

三　角　由紀子

ひなたぼっこフリー 開　田　喜　明 高　田　信　也 寺　田　　　功

バ ザ ー 松　井　政　枝 福　井　和可子

かえるキャラバン 野　洲　壽　子

記 念 式 典 黒　田　清　喜 清　水　鉄　郎 滝　澤　雅　子 片　山　明　子 山　田　和　保

音 楽 祭 桑　原　尚　史 長　坂　生　人 細　川　和　明 堀　井　順　子 松　本　　　康

佐　藤　靖　志

記 念 誌 西　田　　　勤 石　田　博　一 徳　田　聖　也 片　岡　雄　一 近　藤　和　夫

北　山　道　子 宮　尾　尚　子 小　泉　隆　平

防 犯 カ メ ラ 小　迫　久　男 井　上　咢　司 伊　藤　道　雄 中　原　住　雄 上　野　　　甲

各 種 団 体 星　野　義　一 布　本　和　久 森　園　秀　治 蓑　島　　　潔 服　部　憲　夫

西　井　征　一 小　島　正　和 鈴　木　晃　司

順不同敬称略

＊10月28日（日）開催の桂坂学区創立30周年記念事業には、当日スタッフや前日準備に多くの方々にご協力いただきまし
た。桂坂小学校様には会場として、体育館、グラウンド、多目的教室等をお借りし、先生方にもお世話になりました。
ふれあいまつりには様々な団体様に出店していただきました。
　また、桂坂学区創立30周年記念事業準備委員会には、中谷敏清さん、河野真理子さんにも参加していただきました。

＊19、55、77ページに掲載の写真は、桂坂景観まちづくり協議会が企画・制作された…“「わたしの幸せ風景」ポストカード”…
を使用させていただきました。
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編 集 後 記

　桂坂学区創立30周年記念誌が、多くの方々のご支援とご協力をいただき発行することが

できましたことを嬉しく思っております。

　桂坂学区創立30周年を迎えるにあたり、平成29年５月に全住民へアンケートを実施しま

した。記念事業準備委員会では、その結果を参考に企画立案、その後記念事業実行委員会

にて検討を重ね、平成30年10月28日（日）多くの住民の皆さんにご参加いただき記念事業

を行いました。

　アンケートには記念誌を希望される回答が多くありました。できるだけ多くの方に参画

していただき手づくり感のあるものにするために、各自治会、各種団体、学校、施設等の

活動紹介ページはそれぞれに執筆していただきました。また、写真を多く載せ、見やすく

分かりやすくするような編集を心がけました。多くの方々にご覧いただき、桂坂のことを

知ってより一層まちづくりに関心を寄せていただければ幸いです。

　結びに、寄稿、写真の撮影・提出、校正等にご協力いただきました皆様方に心より感謝

し、厚く御礼申し上げます。

… 桂坂学区創立30周年記念誌実行委員会

Kenji Misumi「モミジ坂緑道」 Minoru Nakamura「桂坂公園」 Atsuya Hashimoto「秋彩ーモミジバフウ」
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